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魂の道程 -土田世紀回顧展-
　　～5月26日、9：30～17：00、増田ふれあいプラザ
　法 相談予約受付開始4月17日分　市くらしの相談課　35-4099
　法 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　　 　10：00～12：00、社協・平鹿福祉センター　24-3283
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
健康相談　10：00～11：00、大森健康温泉
　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局

　心 十文字町幸福会館

各小中学校入学式　～9日、
　市報3月15日号カレンダーの入学式日程をご覧ください。
　横手北中学校の入学式は14：00に変更となりました。 

　急 平鹿総合病院（荻原医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124

　心 増田地区多目的研修センター

防災ラジオ試験放送日　11：45頃～（横手かまくらＦＭ）
　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
　行 心 大森コミュニティセンター　9：30～12：00
　税 横手地域局　問合せ／横手福祉センター　33-8668
　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）　9:30～12：00
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
横手北中学校開校式典　13：00～、同校体育館

　急 市立横手病院（高橋医師）　32-5001 
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124
　行 雄物川保健センター　10：00～12：00
　法 増田地区多目的研修センター
　　 　10：00～12：00、社協・増田福祉センター　45-4848
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局

　法 大森コミュニティセンター
　　 　10：00～12：00、社協・大森福祉センター　26-3274
　心 十文字町幸福会館
『スポーツ立市よこて』宣言式典　詳しくは12ページ
岩合光昭写真展『どうぶつ家族』　～６月26日　

火16

月　8

月  1

日14

木11

土 20

　　 土曜日『臨時窓口』をご利用ください！
　住民異動届などに関連する受付窓口を開設します。
◆日時／４月６日(土）8：30～17：15
◆場所／横手庁舎１階、市民課・国保年金課　
　詳しくは、10ページをご覧ください。
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【無料相談】 行…行政 法…法律（要予約） 人…人権 税…税務（9：30～12：00） 
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／各地域社協・福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
　
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30
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4.1　4.204.1　4.20４月10日は防災ラジオ試験放送日  77.4ＭＨｚ４月10日は防災ラジオ試験放送日  77.4ＭＨｚ！！
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４月７日（日）「Ｍｒ．インクレディブル」           【115分】
４月14日（日）「くまのプーさん　みんな仲良し」　 　【57分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　増田まんが美術館では、昨
年４月に逝去した大森町出身
の漫画家・土田世紀氏の回顧
展を行っています。追悼記念
イベントとして、最後の長編
作品となった『夜回り先生』の
原作者・水谷修氏による講演
会＆トークイベントを開催し
ます。ぜひご来場ください。
【講演会】
『夜回り先生いのちの授業』＆サイン会
◆時　間／13：00開演（12：00開場）
◆場　所／横手市民会館
◆入場料／無料※入場券が必要です
◆入場券／４月５日（金）午前９時から、横手市
　民会館、各生涯学習センター・公民館、増田
　まんが美術館で配布。先着900人、１人２枚まで。
※サイン会は会場で図書を購入された先着100人
【トークイベント】
『心友、土田世紀を語ろう』＆サイン会
◆時　間／17：00開演（16：30開場）
◆場　所／増田まんが美術館
◆トーク　水谷修氏、森清顕氏（清水寺録事）、
　参加者　江上英樹氏（小学館lKKl編集長）
◆入場料／無料、サイン会込※入場券が必要です
◆入場券／４月29日（月）午前９時から、増田ま
　　　　　んが美術館で配布。先着100人。
【共通事項】入場券は電話での予約はできません
◆問合せ／増田まんが美術館　45-5556
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水谷修講演会＆トークイベント
魂の道程－土田世紀回顧展『追悼記念イベント』－

■４月29日（月）

　いのちを育む大自然を舞台
に、野生動物の一瞬の輝きを
撮り続ける動物写真家・岩合
光昭氏。世界中で生きる動物
たちの姿をはじめ、生命の循
環・つながりをテーマとした
写真約160点を展示します。
　５月26日(日)の午前10時30
分と午後１時30分からは『岩
合光昭アーティストトーク＆
サイン会』を開催します。ぜひお越しください。
※トーク＆サイン会は中止になる場合があります
◆時　間／9：30～17：00（入館は16：30まで）
　　　　　※会期中は休館無し
◆入場料／【前売券】一般600円、学生400円　
　　　　　【当日券】一般800円、学生600円　
　　　　　高校生以下無料
◆チケット／カシワヤ楽器横手駅前店、ローソン
　チケット、秋田ふるさと村、秋田県立近代美術館他
◆場所・問合せ／秋田県立近代美術館　33-8855
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『どうぶつ家族』
岩合光昭写真展 ～みんな、どこかでつながっている～

■４月20日（土）～６月26日（水）

鳳中学校

. 1. 1442013（平成25）年

No.180

　３月で閉校の鳳中学校、横手西中学校、金
沢中学校で卒業式が行われました。
　卒業生も在校生も特別な想いで迎えたこの
日。強い絆で結ばれた生徒たちは、それぞれ
の夢と希望を胸に、思い出がたくさんつまっ
た学び舎に別れを告げ、新たなステージへと
力強く旅立ちました。

思い出いっぱい抱えて

横手西中学校

金沢中学校

市報市報
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今月の表紙

　鳳中学校では、卒業生と在校生
が、別れを惜しみながらも感謝と
激励の気持ちを込め、互いにエー
ルを交換。思いやりの心で結ばれ
た生徒たちの絆は、さらに強固な
ものとなりました。
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02　市政の窓
　　　健康の駅よこてが『健康寿命
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　　　典、栄光ほか

05　市議会３月定例会
　　　平成25年度施政方針・予算、
　　　平成24年度補正予算

09　市政情報便
　　　商工業補助金、健（検）診のお
　　　知らせ、横手市自主文化事業
　　　委員会の委員募集、みんなで
　　　ささえあう地域づくり活動補
　　　助金ほか

13　市長コラム
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起業塾『よこて寺子屋』を開催 

市内への移住・起業を促す

　
秋
田
県
内
で
起
業
や
創
業
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
方
々
を
横
手
に
呼

び
込
も
う
と
、
起
業
塾
『
よ
こ
て
寺

子
屋
』
が
３
月
16
・
17
日
の
２
日
間
、

鶴
ケ
池
荘
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
起
業
塾
は
、
首
都
圏
で
活
躍

す
る
企
業
経
営
者
な
ど
で
構
成
さ
れ

て
い
る
秋
田
産
業
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ

ブ
（
藤
盛
紀
明
会
長
）
の
協
力
に
よ

り
実
現
し
た
も
の
で
、
県
内
外
か
ら

50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
『
地
域
の
持
つ
力
』
と
題

し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー

の
大
南
信
也
理
事
長
が
基
調
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
大
南
氏
が
暮
ら
す
徳

島
県
神
山
町
は
、
人
口
が
昭
和
の
大

合
併
時
の
３
分
の
１
以
下
と
な
っ
た

過
疎
の
町
。
そ
ん
な
町
が
、
民
間
主

導
で
芸
術
家
を
招
い
て
活
動
を
支
援

す
る
事
業
を
展
開
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
人
口
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
た

り
、
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
。
そ
の

背
景
に
は
、
町
が
必
要
と
す
る
職
業

や
働
き
手
を
呼
び
込
む
工
夫
が
あ
っ

た
と
し
、
「
そ
こ
に
何
が
あ
る
か
で

は
な
く
、
そ
こ
に
ど
ん
な
人
が
集
ま

る
か
が
大
事
。
そ
ん
な
お
も
し
ろ
い

場
所
を
横
手
に
作
っ
て
み
よ
う
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
南
氏
は
「
地
域
の
持
つ

力
と
は
、
人
が
集
え
る
場
所
・
心
地

よ
い
場
所
を
い
か
に
作
る
か
」
と
も

話
し
「
〝
て（
手)

〞
を
加
え
、
い
い

方
向
に
行
動
を
起
こ
し
、
『
す
き
』

な
秋
田
を
『
す
て
き
』
な
秋
田
に
変

え
よ
う
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
講
演
後
、
参
加
者
は
『
秋
田
を
元

気
に
す
る
に
は
』
を
全
体
テ
ー
マ
に
、

５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見

交
換
。
２
日
目
は
、
実
験
農
場
や
増

田
の
内
蔵
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

『創造的な過疎』に
よる持続可能な地域
づくり活動を紹介す
る大南氏

金沢中学校閉校式典挙行される 

感謝の心で66年の歴史に幕

(

上)

全
校
生
徒
で
『
旅
立
ち
の

日
に
』
を
合
唱
、(

右)

学
び
舎

へ
の
想
い
を
発
表
す
る
伊
藤
生

徒
会
長
、(

左)

生
徒
代
表
の
北

嶋
さ
ん
か
ら
若
松
校
長
へ
校
旗

返
納

　
３
月
17
日
、
金
沢
中
学
校
閉
校
式

典
が
同
校
体
育
館
で
執
り
行
わ
れ
、

生
徒
や
保
護
者
、
地
域
の
方
な
ど
約

３
７
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
五
十
嵐
市
長
は
、
先
人
が

残
し
た
多
く
の
地
域
文
化
を
金
沢
中

学
校
の
生
徒
た
ち
が
学
び
、
掛
唄
や

さ
さ
ら
舞
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統

文
化
の
保
存
・
継
承
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
を
紹
介
し

「
金
沢
中
学
校
で
培
わ
れ
た
歴
史
と

伝
統
、
教
育
実
践
力
を
新
生
横
手
北

中
学
校
へ
引
継
ぎ
、
よ
り
発
展
さ
せ

る
こ
と
を
誓
う
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
若
松
朋
也
校
長
が
あ
い

さ
つ
に
立
ち
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
生
徒
た
ち
が

平
成
24
年
度
の
目
標
に
掲
げ
た
『
軌

跡
〜
66
年
の
あ
り
が
と
う
を
カ
タ
チ

に
〜
』
の
言
葉
に
触
れ
「
こ
の
テ
ー

マ
を
こ
の
後
も
持
ち
続
け
、
ど
う
し

た
ら
形
に
で
き
る
か
を
考
え
て
み
よ

う
」
と
呼
び
か
け
、
テ
ー
マ
を
大
切

に
し
続
け
る
こ
と
で
、
こ
の
１
年
で

は
成
し
え
な
か
っ
た
事
も
、
将
来
、

何
か
形
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
、
さ
ら
な
る
生
徒
の
活
躍
に
期

待
を
込
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
伊
藤
毅
生
徒
会
長
が
学
び

舎
へ
の
想
い
を
発
表
。
伊
藤
さ
ん
は

「
地
域
の
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
日
々
感
じ
、
地
域
の
人
の

声
援
一
つ
一
つ
が
私
た
ち
の
力
に
な

っ
た
。
金
中
が
閉
校
を
迎
え
る
の
は

寂
し
い
が
、
今
日
と
い
う
日
を
寂
し

い
日
で
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
。
最
後

の
卒
業
生
で
あ
っ
た
こ
と
を
誇
り
に

思
う
」
と
、
地
域
の
方
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
つ
つ
今
後
の
成
長
を

誓
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
生
徒
代
表
の
北
嶋
架
向

さ
ん
か
ら
若
松
校
長
、
五
十
嵐
市
長

へ
と
校
旗
が
返
納
さ
れ
、
最
後
は
、

生
徒
の
代
表
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

な
が
ら
こ
の
１
年
間
の
学
校
の
様
子

な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
。
「
金
中

の
歴
史
に
幕
が
下
り
て
も
私
た
ち
の

歴
史
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。
私
た
ち

が
未
来
を
つ
く
り
ま
す
」
と
力
強
く

宣
言
し
、
全
校
生
徒
で
『
旅
立
ち
の

日
に
』
を
合
唱
し
、
66
年
の
歴
史
に

幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

き
た
し
ま 

か
な
た

た
け
し

『健康の駅よこて』が厚生労働省健康局長優良賞 

地域に密着した健康づくりを支援
　
厚
生
労
働
省
が
、
健
康
増
進
・
生

活
習
慣
病
予
防
へ
の
啓
発
活
動
と
し

て
創
設
し
た
『
第
１
回
健
康
寿
命
を

の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
』
に
お
い
て

『
健
康
の
駅
よ
こ
て
』
が
、
自
治
体

部
門
で
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
優
良

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
制
度
は
、
厚
生
労
働
省

が
提
唱
し
た
『
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
一
環
と
し
て
実
施

さ
れ
、
全
国
の
自
治
体
・
団
体
・
企

業
か
ら
１
６
６
件
が
応
募
。
『
健
康

の
駅
よ
こ
て
』
が
行
っ
て
き
た
健
康

づ
く
り
の
先
進
的
な
取
り
組
み
が
、

今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
『
健
康
の
駅
よ
こ
て
』
は
、
市
民

が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
大
・
中
・

小
規
模
の
健
康
の
駅
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
大
規
模
駅
は
、
東
部
（
Ｙ
ぷ

ら
ざ
）、
西
部（
南
部
シ
ル
バ
ー
エ
リ

ア
）、
南
部
（
十
文
字
西
地
区
館
）
地

区
に
あ
り
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
有
酸

素
運
動
マ
シ
ン
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
シ
ン
な
ど
を
活
用
し
、
幅
広
い

年
齢
層
の
方
の
健
康
づ
く
り
を
指
導
・

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
民
館
な
ど
を
会
場
に
し

た
中
規
模
駅
や
、
町
内
会
館
な
ど
を

会
場
に
し
た
小
規
模
駅
は
、
大
規
模

駅
か
ら
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
各
会
場
に

出
向
い
て
運
動
指
導
・
健
康
講
話
・

体
力
測
定
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
健
康
の
駅
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
内
容
は
、

市
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
健
康
の

駅
担
当
（
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
３
５
‐
２
１
２
７
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

小規模健康の駅での体操の様子

２

市内の小学生が文武両道の大活躍！
【第10回全日本年賀状大賞コンクール】
　日本郵便株式会社が主催する第10回全
日本年賀状大賞コンクールの入賞作品が
３月５日に発表され、山内小学校の６年
生３人が入賞に輝きました。（敬称略）

◆年賀状大賞　髙　   光（山内小６年）
◆奨励賞　　　後藤　優志（　　同　　）
　　　　　　　髙階　翔馬（　　同　　）

【第19回全県新人小学生
　　バレーボール選抜大会】

　３月９日～10日、秋田県営ト
レーニングセンター（秋田市）
で開催された第19回全県新人小
学生バレーボール選抜大会で、
市内の小学生が上位の成績を収
めました。

◎今大会の上位入賞の皆さん
男子の部第３位
横手Ｊｒ．バレー

【第４回私のまちのたからものコンテスト・
ＡＫＩＴＡあいさつ作文コンクール】

　日本ユネスコ協会連盟が主催する『第４回私
のまちのたからものコンテスト』の優秀作品が
３月に発表され、朝倉小学校６年の藤倉邑圭さ
んの『水』と『横手の先人たち』をテーマにし
たスライドショーが個人部門の最優秀賞に選ば
れました。
　また、県主催の『ＡＫＩＴＡあいさつ作文コ
ンクール』でも藤倉さんの作文が最優秀賞に選
ばれています。

写真左から髙階さん、髙  さん、
後藤さん

大森Ｖ．Ｂ．Ｃ

 

藤倉　邑圭
（朝倉小６年）

男子の部優勝

最優秀賞
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・　
今
年
も
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
市

内
で
も
除
雪
作
業
等
に
よ
る
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
今
冬
は
、
除
雪
作
業
中
に
健
康

上
の
理
由
と
思
わ
れ
る
病
気
を
発

症
す
る
方
が
増
え
て
お
り
、
市
で

は
、
報
道
機
関
等
へ
情
報
提
供
す

る
と
と
も
に
協
力
を
得
な
が
ら
、

除
雪
作
業
時
の
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
雪

下
ろ
し
等
の
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
身
体
を
固
定

す
る
安
全
帯
な
ど
の
安
全
用
具
の

貸
し
出
し
を
２
月
１
日
か
ら
開
始

し
ま
し
た
。
除
雪
作
業
時
に
は
、

近
所
同
士
の
声
か
け
な
ど
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
こ
う
し
た
安
全
用

具
の
活
用
も
話
題
に
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
事
故
防
止
に
つ
な
げ

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
、
『
食
と
農
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
掲
げ
な
が

ら
各
種
施
策
を
進
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
現
在
、
そ
の
一
環
で

あ
る
西
部
地
区
多
機
能
型
直
売
所

構
想
の
実
現
に
向
け
、
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
１
月
１
日
付
け
で

『
食
・
農
・
観
de
ま
ち
づ
く
り
準

備
室
』
を
立
ち
上
げ
、
職
員
を
配

置
し
、
設
置
準
備
を
加
速
さ
せ
て

い
ま
す
。
全
庁
を
挙
げ
て
さ
ま
ざ

ま
な
知
恵
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
な
が
ら
、
大
き
な
効
果
が
発
揮

で
き
る
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、『
食
』『
農
』『
観
』
で
こ

の
地
域
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る

た
め
、
平
成
25
年
度
に
設
置
さ
れ

る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
と
情
報

交
換
し
な
が
ら
、
横
手
の
魅
力
を

全
国
に
発
信
し
、
健
康
で
活
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
は
、
国
の
緊
急
雇

用
創
出
事
業
が
一
部
継
続
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
規
模
が

縮
小
さ
れ
、
長
期
雇
用
に
つ
な
が

る
可
能
性
の
高
い
事
業
の
み
が
対

象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
市
単
独
で

も
雇
用
創
出
事
業
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
奨
励

制
度
を
拡
充
し
、
新
卒
者
で
あ
る

な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
規
に
正

社
員
を
雇
用
し
た
事
業
主
に
対
す

る
雇
用
奨
励
金
を
50
万
円
と
す
る

こ
と
で
雇
用
意
欲
を
喚
起
し
、
継

続
的
な
安
定
雇
用
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
主
な
内
容
を
６
・
７
ペ
ー
ジ
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

 

市議会３月定例会
平成25年度
施政方針

 

　
横
手
市
議
会
３
月
定
例
会
が
、
２
月
25
日
か
ら

３
月
21
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
五
十
嵐
市
長
が
行
っ
た
平
成

25
年
度
施
政
方
針
の
中
か
ら
、
主
な
内
容
を
抜
粋

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す

（
ペ
ー
ジ
番
号
０
０
０
０
１
３
４
７
６
）

 

は
じ
め
に

 

は
じ
め
に

 

緊
急
雇
用
・
経
済
対
策

 

緊
急
雇
用
・
経
済
対
策

健
康
で
活
気
あ
ふ
れ
る

 

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

 

平
成
25
年
度
主
要
施
策

 

平
成
25
年
度
主
要
施
策

町
内
会
館
な
ど
を
拠
点
と
す
る

小
規
模
健
康
の
駅
で
健
康
づ
く

り
。
イ
ス
に
腰
か
け
、
無
理
な

く
運
動
（
横
手
・
稗
巻
牛
柳
生

活
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
）

町
内
会
館
な
ど
を
拠
点
と
す
る

小
規
模
健
康
の
駅
で
健
康
づ
く

り
。
イ
ス
に
腰
か
け
、
無
理
な

く
運
動
（
横
手
・
稗
巻
牛
柳
生

活
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
）

『横手やきそば』が地域団体商標登録 

地域ブランド価値を守るため
　
協
同
組
合
横
手
や
き
そ
ば
暖
簾
会

（
伊
藤
一
男
理
事
長
）
で
は
、
こ
の

ほ
ど
『
横
手
や
き
そ
ば
』
が
地
域
団

体
商
標
と
し
て
登
録
さ
れ
た
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
９
月
に
横
手
市
で
開
催

さ
れ
た
ご
当
地
グ
ル
メ
の
祭
典
『
Ｂ

‐
１
グ
ラ

ン
プ
リ
』

で
横
手
や

き
そ
ば
暖

簾
会
が
最

高
賞
の
ゴ

ー
ル
ド
グ

ラ
ン
プ
リ

を
獲
得
し

た
こ
と
を
機
に
『
横
手
や
き
そ
ば
』

の
知
名
度
は
一
気
に
上
が
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
本
物
の
『
横
手
や
き
そ
ば
』

と
は
か
け
は
な
れ
た
商
品
が
『
横
手

や
き
そ
ば
』
と
し
て
販
売
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
ブ
ラ
ン
ド

価
値
が
崩
れ
て
し
ま
う
懸
念
も
出
て

き
て
い
ま
し
た
。

　
商
標
登
録
に
よ
り
類
似
商
品
を
販

売
し
た
業
者
な
ど
に
は
、
販
売
の
差

し
止
め
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
伊
藤
理
事
長
は
「
す
ぐ
に
態
度

を
厳
し
く
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ

ま
で
同
様
、
正
式
な
横
手
や
き
そ
ば

を
提
供
し
て
い
た
だ
く
よ
う
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

 

横手やきそば暖簾会が『横手やきそ
ば』の地域団体商標登録を発表

出荷を待つキンギョソウ
（雄物川地域）

出荷を待つキンギョソウ
（雄物川地域）

▼
内
藤
稔（
財
務
部
次
長
）
▼
山
中
長
悦（
財
務

部
管
財
課
長
）▼
佐
藤
栄
一（
財
務
部
契
約
検

査
課
長
）▼
峯
山
登（
財
務
部
納
税
課
副
主
幹
）

▼
菊
地
晴
男（
市
民
生
活
部
次
長
）▼
伊
藤
卓

雄
（
市
民
生
活
部
南
部
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

所
長
）▼
武
藤
常
夫（
市
民
生
活
部
西
部
環
境

保
全
セ
ン
タ
ー
所
長
）▼
佐
藤
誠（
市
民
生
活

部
横
手
衛
生
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
）▼
小
林
由
久

（
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
副
主
幹
）▼
遠
藤

博
子（
健
康
福
祉
部
高
齢
ふ
れ
あ
い
課
看
護
師

主
査
）▼
樋
渡
眞
紀
子（
健
康
福
祉
部
高
齢
ふ

れ
あ
い
課
准
看
護
師
主
任
）▼
佐
藤
郁
雄（
健

康
福
祉
部
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
ら
か
荘
施
設

長
）▼
高
橋
克
文（
健
康
福
祉
部
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
白
寿
園
施
設
長
）▼
進
藤
記
代
子（
健

康
福
祉
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
寿
園
看

護
師
主
査
）▼
佐
々
木
裕
治（
健
康
福
祉
部
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
寿
園
総
括
業
務
員
）▼

関
口
悦
雄（
産
業
経
済
部
次
長
）▼
佐
藤
耕（
建

設
部
建
設
監
理
課
専
門
監
）▼
佐
藤
芳
美（
上

下
水
道
部
下
水
道
課
長
）▼
石
山
昭
一（
横
手

地
域
局
長
）▼
眞
田
正
照（
平
鹿
地
域
局
長
）▼

堀
田
俊
弥（
平
鹿
地
域
局
市
民
福
祉
課
副
主
幹
）

▼
遠
藤
孝
雄（
平
鹿
地
域
局
市
民
福
祉
課
副
主

幹
）▼
福
岡
新
作（
雄
物
川
地
域
局
長
）▼
柴
田

立
子（
雄
物
川
地
域
局
市
民
福
祉
課
長
）▼
米
山

友
子（
雄
物
川
地
域
局
市
民
福
祉
課
主
査
）
▼

遠
藤
柳
子（
大
森
地
域
局
市
民
福
祉
課
副
主
幹
）

▼
加
藤
清
咲（
十
文
字
地
域
局
市
民
福
祉
課
副

主
幹
）▼
高
橋
澄
子（
山
内
地
域
局
市
民
福
祉

課
主
査
）
▼
鈴
木
康
和（
大
雄
地
域
局
長
）▼

信
太
裕
子（
大
雄
地
域
局
た
い
ゆ
う
保
育
園
長
）

▼
柴
田
健
悦（
会
計
管
理
者
）▼
菊
地
均（
農
業

委
員
会
事
務
局
長
）▼
備
前
敏
朗（
教
育
総
務

部
生
涯
学
習
課
副
主
幹
）▼
高
橋
あ
つ
子（
教

育
総
務
部
生
涯
学
習
課
総
括
業
務
員
）▼
佐
藤

修（
教
育
総
務
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）▼
石

川
久
美
子（
教
育
総
務
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
看

護
師
主
査
）▼
平
野
彰（
増
田
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
副
主
幹
）▼
土
肥
稔（
醍
醐
公
民
館
副
主

幹
）▼
阿
部
秀
悦（
阿
気
小
学
校
主
席
校
務
員
）

▼
森
裕
則（
平
鹿
中
学
校
総
括
校
務
員
）▼
高

橋
利
喜
夫（
山
内
中
学
校
総
括
校
務
員
）

▼
泉
田
榮
次（
消
防
長
）▼
森
屋
慶
基（
消
防
署

副
署
長
）
▼
谷
口
清
二（
消
防
署
当
直
長
）▼

小
野
輝
夫（
消
防
署
当
直
長
）
▼
生
出
黨（
消

防
署
山
内
分
署
長
）▼
滝
澤
秀
悦（
消
防
署
大

森
大
雄
分
署
長
）▼
松
本
賢
孝（
消
防
署
山
内

分
署
副
分
署
長
）▼
佐
々
木
孝（
消
防
署
山
内

分
署
当
直
長
）▼
赤
川
健
一（
消
防
署
十
文
字

分
署
当
直
長
）▼
竹
谷
大
樹（
消
防
署
主
事
）

【
市
立
横
手
病
院
】

▼
伊
藤
卓
雄（
診
療
科
泌
尿
器
科
科
長
）▼
細

木
敬
祐（
診
療
科
呼
吸
器
内
科
科
長
）▼
鈴
木

優
響（
診
療
科
呼
吸
器
内
科
医
員
）▼
鈴
木
真

純（
診
療
科
整
形
外
科
医
員
）▼
木
村
恵
美
子

（
医
療
安
全
管
理
室
副
室
長
）▼
嶌
田
麗
子（
看

護
科
看
護
副
主
任
）▼
佐
藤
瑠
衣
子（
看
護
科

看
護
師
）▼
小
田
嶋
勝
子（
看
護
科
准
看
護
師

主
任
）▼
熊
谷
剛（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

主
任
）

【
市
立
大
森
病
院
】

▼
藤
原
純
一（
診
療
科
内
科
医
員
）▼
佐
藤
望

（
診
療
科
整
形
外
科
医
員
）▼
齊
藤
裕
子（
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
主
任
）
▼
千
田
麻
紀
子

（
看
護
科
看
護
師
）

■
消
防
職
員

■
病
院
職
員

市 職 員 退 職 者市 職 員 退 職 者平成25年３月31日付平成25年３月31日付

平鹿りんご料理コンクール

りんごのおいしさを再発見
　
３
月
16
日
、
ゆ
っ
ぷ
る
を
会
場
に

平
鹿
地
域
の
元
気
の
出
る
地
域
づ
く

り
事
業
と
し
て
『
平
鹿
り
ん
ご
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
平
鹿
り
ん
ご
』
の
消
費
拡
大
を

目
的
に
、
平
鹿
地
域
在
住
の
11
人
が

工
夫
を
凝
ら
し
、
り
ん
ご
を
素
材
と

し
た
14
品
を
出
品
。
味
や
食
感
、
独

創
性
な
ど
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
最
優
秀
賞
に
は
、
小
杉
良
子
さ
ん

（
浅
舞
地
区
）の
板
状
の
酒
粕
と
生
ク

リ
ー
ム
の
ム
ー
ス
に
、
レ
モ
ン
風
味

の
薄
切
り
り
ん
ご
の
ソ
ー
ス
を
か
け

た
『
大
人
の
デ
ザ
ー
ト
に
り
ん
ご
の

さ
さ
や
き
』
が
選
ば
れ
た
ほ
か
、
優

秀
賞
と
優
良
賞
に
そ
れ
ぞ
れ
２
点
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
審
査
の
合
間
に
、
参
加
者

全
員
で
元
気
の
出
る
地
域
づ
く
り
事

業
で
開
発
中
の
り
ん
ご
ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
を
試
食
。
『
平
鹿
り
ん
ご
』
の

新
た
な
魅
力
の
発
見
に
つ
な
が
っ
た

コ
ン
ク
ー
ル
に
な
り
ま
し
た
。

さまざまなりんご料理が披露された
料理コンクール

体
操
終
了
後
は
、
く
つ
ろ
ぎ
の

時
間
。
顔
な
じ
み
の
仲
間
と
の

会
話
が
弾
み
ま
す

体
操
終
了
後
は
、
く
つ
ろ
ぎ
の

時
間
。
顔
な
じ
み
の
仲
間
と
の

会
話
が
弾
み
ま
す
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・移
住
促
進
関
連
事
業

　
移
住
を
希
望
す
る
方
々
に
親
身

に
な
っ
て
寄
り
添
う
総
合
世
話
係

（
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
）
や
市

内
の
空
き
家
物
件
情
報
を
提
供
す

る
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
活
用
、

さ
ら
に
、
新
た
に
会
社
を
興
し
た

い
方
々
へ
の
情
報
提
供
な
ど
、
複

数
の
担
当
部
局
が
協
力
し
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
は
、

首
都
圏
在
住
で
民
間
企
業
の
ト
ッ

プ
と
し
て
活
躍
す
る
男
女
２
人
の

方
々
を
委
嘱
し
、
本
格
的
な
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

不
動
産
業
者
な
ど
と
連
携
し
て
受

け
入
れ
体
制
の
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

空
き
家
対
策

　
老
朽
危
険
空
き
家
対
策
事
業
で

は
、
解
体
補
助
事
業
で
24
棟
の
工

事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

市
が
土
地
の
寄
付
を
受
け
、
空
き

家
解
体
後
に
公
共
的
な
用
地
と
し

て
利
活
用
を
図
る
跡
地
活
用
事
業

は
、
朝
倉
町
（
横
手
）、曙
町
（
十

文
字
）、上
町
（
増
田
）
の
空
き
家

３
棟
に
つ
い
て
解
体
、
撤
去
工
事

に
着
手
し
、
発
注
額
は
５
３
９
万

５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
冬
の
空
き
家
の
雪
対

策
は
、
積
雪
に
よ
り
倒
壊
の
危
険

性
が
高
い
約
30
棟
を
中
心
に
現
場

巡
回
を
行
い
、
所
有
者
へ
の
雪
下

ろ
し
の
励
行
な
ど
、
空
き
家
条
例

に
基
づ
く
助
言
、
指
導
を
行
い
な

が
ら
、
安
全
の
確
保
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
管
理
不
全
な
空
き
家
に

つ
い
て
は
、
所
有
者
に
対
し
て
適

正
な
管
理
を
促
し
て
い
く
と
と
も

に
、
効
果
的
な
事
業
の
実
施
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

 

■一般会計補正額　　　　　　 　１億９,６８４万３千円
◎主な補正予算の内容
　●除雪費･･･････････････････････････････ １億４，０００万円
　●地方道路交付金事業・・・・・・・・・････・・････ ２億１，６３０万円
　●強い農業づくり交付金事業・・・・・・・・・・・・・ ２億５，９４４万円
　●財政調整基金積立金・・・・・・・・･･･････ ３億７，３２１万３千円
　●国民健康保険特別会計繰出金･････ △１億３，４８８万７千円
　●上水道事業繰出金・・・・・・・・・・・・・・・････ △１億１，４９６万円
■補正後の予算総額　　　　５３７億６,０１２万１千円

今議会で承認された一般会計補正予算

 

平
成
24
年
度
事
業
の

 

進
捗
状
況

 

平
成
24
年
度
事
業
の

 

進
捗
状
況

 

 

平成25年度　主要施策平成25年度　主要施策

■重要伝統的建造物群保存地区選定に向けた取
　り組み
　文化財保護法に基づき、国に『周囲の環境と
一体をなして歴史的風致を形成している伝統的
な建築物群で価値の高いもの』として選定され
る重要伝統的建造物群保存地区に向けた取り組
みは、本年６月に市で伝建地区を決定した後、
夏頃をめどに国へ重伝建地区選定の申し出を行
うべく準備を進めています。
　増田のまちなみの保存と生かし方については、
引き続き地域住民の皆さんと意見交換しながら、
受け入れ態勢の整備を図るとともに、各種メデ
ィアを通じ増田のまちなみを全国に発信してい
きます。
■横手デマンド交通
　乗り換えポイントを増設するなどして実証実
験を延長し、運行管理方法や既存公共交通との
連携の仕方などさまざまな検討を加えながら、
横手市にふさわしく将来にわたり持続可能な公
共交通システムのひとつの形態として、本格運
行を目指したいと考えています。

魅力あるまちづくり施策

　平成25年度は、施設の建設工事に着手し、現
在、解体工事を行っている山内公民館の跡地に
建設します。
　施設の１階には、地域局・消防分署機能のほ
かに、市民の皆さんが活用・交流などができる
展示・談話室を設け、２階には、市民ホールや
研修室、調理実習室などの公民館機能を配置す
ることとしています。また、災害時の拠点施設
として機能できるよう防災対策室や自家発電室、
備蓄倉庫を整備します。施設の供用開始は、平
成26年４月を予定しています。

山内地域多目的総合施設建設

　クリーンプラザよこて整備事業は、建設用地
の取得もほぼ終え、現在は施設の整備および運
営事業者の選定作業に取り組んでいるところで
す。１月29日には、市内事業者を含む２グルー
プから事業提案書が提出されており、事業者選
定審査委員会による審査を経て、３月末までに
落札者を決定する予定です。その後、速やかに
落札者と基本協定を結び、クリーンプラザよこ
ての運営維持管理を担う特別目的会社設立後の
本年５月には、基本仮契約、建設工事請負仮契
約など４つの仮契約をそれぞれ締結することに
しています。
　平成25年度は、議会の議決をいただいた後、
用地造成工事とプラント設計に着手し、建築確
認申請および県への施設設置届出等の手続きを
進めることにしています。

生活環境施策

　２年間にわたり検討してきた横手市総合雪対
策基本計画は、これまで道路除排雪を中心に取
り組んできた雪対策から、今後は地域の力をお
借りしながら自助・共助・公助それぞれの視点
で防災、地域づくり、福祉など幅広い分野での
総合的な雪対策に取り組む計画案としています。
　基本方針を『みんなでつくる安全安心な雪国
横手』とし、市民への周知を図りながら、市民
と行政が冬期間の暮らし方や雪処理等について、
一緒になり取り組んでいくものとしています。

横手市総合雪対策基本計画の実施

■市民後見人の養成事業
　市では、県内の市町村に先駆けて、国のモデ
ル事業として、認知症の高齢者や障がい者の生
活を支援する市民後見人の養成事業を平成23年
度から行っています。これまで93人の市民が研
修に参加し、平成25年度中に初の市民後見人が
誕生する見込みとなりました。このため、市民
後見人の活動を支援するセンターを設け、弁護
士や司法書士などの専門職と連携して、後見人
が活動しやすい環境を整えることとしました。
　何らかの支援を必要とされる方は、高齢化率
の上昇とともにますます増加するものと考えら
れます。認知症や障がいがあっても可能な限り
その人らしい生活を送ることができるよう、市
民による後見活動の充実と支援体制の確立に努
めていきます。
■子育て支援
　新たに子育て支援情報専用のホームページを
４月に開設し、行政情報に限らず子育てにかか
わる活動をしている市民、団体等の情報を一元
的に発信します。
　子育て当事者だからこそ発信できる生の声や
生きた情報が相互に飛び交う場となり、子育て
中の家族から寄せられる「知りたい」「相談し
たい」「つながりたい」といったニーズを満た
すツールのひとつになるものと期待しています。
■在宅介護を支える取り組み
　在宅介護に悩みを持っている方々のご自宅へ
経験豊富な介護福祉士を派遣し、介護技術のア
ドバイスをする在宅介護サポート事業をさらに
強化していきます。この事業は、市直営福祉施
設の介護資源を地域に生かして、在宅介護を支
えていく活動として実施するものです。
　また、在宅介護を支えるためには、認知症対
策は欠かせません。現在、認知症の早期発見に
資するため、タッチパネル式パソコンと対話方
式で検査する、もの忘れ相談プログラムを活用
しているところですが、もの忘れの状況をさら
に詳しく確認できるシステムを新たに導入し、
医療との連携強化を図りながら、認知症対策に
取り組んでいきます。

健康福祉施策
■水道事業
　水道事業では、市民が安心しておいしく飲め
る水道水を安定供給するため、水源から各家庭
の蛇口に至るまでの一連の水質管理を目指す『水
安全計画』の策定に着手します。平成25年度は、
水質汚染事故や水道水の味・匂いの変化、水道
施設の老朽化、災害時の緊急対応等の課題に総
合的に対処するための危害分析を実施します。
■下水道事業等
　公共下水道事業については、市生活排水整備
構想の見直しにより下水道整備区域を一部縮小
し、浄化槽区域へ移行する計画としており、平
成25年度から新たな事業計画により事業を進め
ていきます。
　浄化槽整備事業については、平成25年度から
市設置型の新設を廃止し、個人設置型に事業を
統一して170基の整備を予定しています。

上下水道事業

　横手病院は、平成25年度から眼科の手術を行
うための準備を進めており、引き続き地域の皆
さんに信頼される病院を目指し、地域の医療機
関等との連携を深めながら、地域医療・保健に
貢献していきます。
　大森病院は、女性医師・看護師等の確保のた
め、平成24年度に院内保育所を整備しました。
病院に勤務する女性医師の出産後の離職防止と
潜在看護師等の再就職の促進等を図ろうとする
もので、４月１日開所の予定としています。

市立病院事業

産業振興施策
■農業振興
　持続可能な力強い農業の実現を目指し策定を
進めてきた『人・農地プラン』は、各地域の担
い手や農地の提供者などとの話し合いを経て、
各地域ごとに８つのプランを決定しました。今
後は、このプランを基本にして農地の利用集積
を推進するとともに、定期的に地域の情勢変化
に応じた見直しも行いながら、担い手の確保・
育成に努めていきます。
■観光振興
　10月から12月まで、全国のＪＲグループ６社
によるＤＣ（デスティネーションキャンペーン）
が秋田県で開催されます。これを契機に県と連
携し、旅行エージェント等への情報発信や二次
アクセスの充実を図るなど、当市への誘客を積
極的に推進していきます。
■商工業の振興
　商工業の振興については、地域産業の活性化
と雇用創出の促進を目的に、ものづくり創造支
援事業等により企業への支援を行っていきます。
　また、各地域の商店街で実施するイベントや
魅力あるお店づくりについても支援し、賑わい
創出による地域の活性化を図っていきます。
　なお、市内における起業を促すため、現在、
店舗改修等に要する経費に対し、上限50万円の
補助金を交付している起業・創業支援事業につ
いて、市の特産品等を活用して事業を実施する
場合には、補助額の上限を500万円に引上げると
ともに、『Ｂｉｚ(ビズ)サポートよこて』の利
用を勧めていきます。

平成25年度　主要施策平成25年度　主要施策
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　一
般
会
計
予
算
の
歳
入
で
は
、

市
税
の
若
干
の
増
収
を
見
込
み
つ

つ
も
、
地
方
交
付
税
の
減
額
の
影

響
な
ど
に
よ
り
不
足
す
る
財
源
を

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ

り
対
応
し
て
い
ま
す
。

　歳
出
で
は
、
新
た
に
市
独
自
の

地
域
経
済
の
振
興
と
雇
用
対
策
事

業
の
展
開
を
図
る
ほ
か
、
小
学
校
・

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
事
業
、

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
よ
こ
て
整
備
事

業
や
山
内
地
域
多
目
的
総
合
施
設

整
備
事
業
な
ど
を
予
算
化
し
て
い

ま
す
。

※
平
成
25
年
度
の
主
要
事
業
等
は
、

　後
日
発
行
の
『
わ
か
り
や
す
い

　予
算
書
』
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

          会    計    名          平成25年度当初　平成24年度当初　　　比　較
普 通 会 計
　 ①一般会計
   ②障害者支援施設特別会計
   ③土地区画整理事業特別会計
普通会計以外の特別会計（④～　）
   ④国民健康保険特別会計
   ⑤後期高齢者医療特別会計
   ⑥介護保険特別会計
   ⑦介護サービス事業特別会計
   ⑧特別養護老人ホーム特別会計
   ⑨介護老人保健施設特別会計
   ⑩指定通所介護事業特別会計
   ⑪市営温泉施設特別会計
   ⑫集落排水事業特別会計
   ⑬浄化槽市町村整備推進事業特別会計
   ⑭横手町四町財産区特別会計
   ⑮横手地域財産管理特別会計
   ⑯前郷地区特別会計
　 ⑰金沢中野財産区特別会計
   ⑱西成瀬財産区特別会計
   ⑲醍醐財産区特別会計
   ⑳里見財産区特別会計
   　福地財産区特別会計
   　舘合財産区特別会計
特別会計（②～　）
企業会計（　～　）
   　病院事業会計
   　水道事業会計
　　 下水道事業会計
合　　計（①～　）

50,641,112
50,106,000
288,000
247,112

26,256,447
11,997,457
933,065

10,597,932
29,860
771,675
504,491
78,299
682,643
577,920
67,832
1,466
25

2,822
2,563
5,499
768
1,400
230
500

26,791,559
17,124,640
8,834,043
4,804,437
3,486,160
94,022,199

877,370
926,000
4,000

△ 52,630
371,413
 189,035

  △ 19,852
243,049
4,382

△ 9,097
△ 6,107
1,811

△ 12,797
 11,277
△ 33,284
△ 195

0
△ 187
2,563
1,473
△ 17
△ 13
△ 127
△ 501
322,783

△ 1,871,055
△ 183,840
△ 1,609,346
△ 77,869
△ 622,272

市税
79億5,126万円
【15.9％】

市税
79億5,126万円
【15.9％】

使用料および
手数料ほか※１
49億4,663万円
【9.8％】

使用料および
手数料ほか※１
49億4,663万円
【9.8％】

地方交付税
203億5,000万円
【40.6％】

地方交付税
203億5,000万円
【40.6％】

国庫支出金
50億8,516万円
【10.2％】

国庫支出金
50億8,516万円
【10.2％】

県支出金
35億8,015万円
【7.2％】

県支出金
35億8,015万円
【7.2％】

市債
65億8,480万円
【13.1％】

市債
65億8,480万円
【13.1％】

その他（交付金など）※２
16億800万円
【3.2％】

自主財源
【25.7％】
自主財源
【25.7％】

依存財源
【74.3％】
依存財源
【74.3％】

総務費
52億2,453万円
【10.4％】

総務費
52億2,453万円
【10.4％】

民生費
138億3,464万円
【27.6％】

民生費
138億3,464万円
【27.6％】

衛生費
60億5,787万円
【12.1％】

衛生費
60億5,787万円
【12.1％】

農林水産業費
26億2,634万円
【5.3％】

農林水産業費
26億2,634万円
【5.3％】

商工費
18億6,989万円
【3.7％】

商工費
18億6,989万円
【3.7％】

土木費
49億2,872万円
【9.8％】

土木費
49億2,872万円
【9.8％】

教育費
57億4,589万円
【11.5％】

教育費
57億4,589万円
【11.5％】

公債費
66億1,250万円
【13.2％】

公債費
66億1,250万円
【13.2％】

議会費　　3億4,217万円
労働費　　3億8,823万円
災害復旧費　 1,250万円
諸支出金　　4億225万円
予備費　　　 5,000万円

消防費
20億1,047万円
【4.0％】

消防費
20億1,047万円
【4.0％】

歳出予算
目的別内訳
歳出予算
目的別内訳

 

※２その他（交付金など）の内訳
地方譲与税　　　　　　　5億7,000万円
利子割交付金　　　　　　　 1,500万円
配当割交付金　　　　　　　　 100万円
株式等譲渡所得割交付金　　　 100万円
地方消費税交付金　　　　8億8,000万円
ゴルフ場利用税交付金　　　　 600万円
自動車取得税交付金　　　　　 　1億円
地方特例交付金　　　　　　 2,000万円
交通安全対策特別交付金　　 1,500万円

※１使用料および手数料ほかの内訳

分担金および負担金　　5億219万円

使用料および手数料　　6億309万円

財産収入　　　　　　　 8,000万円

繰入金　　　　　　 10億8,158万円

繰越金　　　　　　　6億7,384万円

諸収入　　　　　　 　20億593万円

平成25年度
一般会計予算の概要

歳入予算内訳歳入予算内訳

一般会計歳入歳出
総額

前年度当初比　1.9％増
501億600万円

22

25

23

24

22

平成25年度一般会計および特別会計予算 （単位：千円）

49,763,742
49,180,000
284,000
299,742

25,885,034
11,808,422
952,917

10,354,883
25,478
780,772
510,598
76,488
695,440
566,643
101,116
1,661
25

3,009
-  
4,026
785
1,413
357
1,001

26,468,776
18,995,695
9,017,883
6,413,783
3,564,029
94,644,471

25

21

25

22

【2.4％】【2.4％】

平
成
25
年
度
予
算
編
成
方
針

平
成
25
年
度
予
算
編
成
方
針
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市政情報便  市役所からのお知らせ

【事業１】アドバイザー導入等支援事業
　技術や経営戦略など企業の課題解決のために、専門家
の受け入れに要する費用の一部を助成します。
◆対象経費　専門家の謝金と移動に要する経費の一部
◆補 助 率　対象経費の１／２以内（上限50万円）

【事業２】連携支援・新展開促進事業
　市内の中小企業等が連携して研究や開発を行う場合や
大学等高等教育機関などとの共同研究を行う場合、異分
野進出の取り組みを行う場合に経費の一部を助成します。
◆対象経費　指導料、施設利用料、賃貸料など
◆補 助 率　対象経費の１／２以内（上限50万円）
※社員を６カ月以上大学等へ派遣し研究に取り組む場合
　は、社員の人件費を対象として上限100万円。
＊＊＊【事業１、２】の申込期限　５月31日（金）＊＊＊

【事業３】ものづくり販路拡大支援事業
　自社開発商品の商談を目的とした展示会、見本市への
出展に要する費用の一部を助成します。
◆対象経費　出展料、装飾工事費、交通費など
◆補 助 率　対象経費の１／３以内（上限40万円）
＊＊＊平成26年２月28日（金）まで随時受付＊＊＊

【事業４】新製品・新技術創造支援事業
　横手市発の新製品・新技術の開発費用や、市が提示す
る地域課題の解決に向けた研究開発費用を助成します。
平成26年３月末までに完成または完成見込みのもので、
新規性、雇用の創出等が見込める事業を対象とします。
◆対象経費　原材料費、機器購入費、試作費など
◆補 助 率　対象経費の10／10以内（上限500万円）

＊＊＊12月27日（金）まで随時受付＊＊＊

～共通の留意点～
事業計画等を審査し、予算の範囲内で可否を決定します。

申込み・問合せ／市産業経済部商工労働課（県平鹿地域振興局内）  32-2115

横手の産業活性化のために、ご活用ください！～商工業補助金のお知らせ～

 ③ 商い賑わい創出事業補助金
　商業活性化のために商店街等が商業と結びついたイベ
ント等を実施する場合に補助します。
◆対象者　
　商工会議所、商工会、商店街振興組合、商店街（会）団
　体、事業者グループ（３店以上）など
◆対象経費　
　イベント等を開催する際にかかる経費
◆補助率
　対象経費の１／２以内（上限30万円）

 ④ 商い賑わいエキスパート（名人）育成事業補助金
　商店街等の事業者の資質向上、商店の魅力向上を図る
事業に対し補助します。
◆対象者
　商工会議所、商工会、商店街振興組合、商店街(会)団
　体、事業者グループ(３店以上)など
◆対象経費
　研修会・勉強会・調査研究事業などにかかる経費
◆補助率
　対象経費の１／２以内(上限20万円)

＊＊＊②～④の申込期限　５月２日(木)＊＊＊

産業支援ＨＰページ番号／000009278

横手市在住者を正規雇用する事業主を支援します　　～安定雇用・人材育成促進事業～
  ハローワーク等を通して、平成24年10月１日から平成25年９月30日までの間に、横手市在住者を新規に正社員（期
間の定めのない常勤の従業員）として雇用した事業主に対し、雇用奨励金等を支給します。
①雇用奨励金：新規正社員１人につき50万円を支給します。
②研修助成金：雇用奨励金の対象者で新卒者等に限り、正採用日から６カ月を経過するまでの間に、研修・資格
　取得等の人材育成に要した経費の１／２以内、１人につき５万円を上限に助成します。
◆申込み／正採用日から６カ月経過以降、１年以内に申請してください（随時受付）。

   ものづくり創造支援事業の募集　◆対 象 者／市内中小企業、または市内中小企業を含む企業連携する団体
　　　◆対象業種／製造業、情報サービス業　

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

 ① 起業・創業支援事業費補助金
　市内で新たに起業・創業を展開することで商店街や地
域の活性化、賑わいにつながる事業に対し支援します。
◆対象者
　市内に住所を有する個人・法人など（商店街等の空き
　店舗を活用する場合は、市外の方も対象とします）
◆対象経費
　起業等にかかる店舗工事費、設備費、事業に要する機
　械等備品費、駐車場などの外構工事（不動産取得費は
　除く)、店舗の賃貸に係る礼金、広告宣伝費など
◆補助率
　対象経費の１／２以内(上限50万円)
＊＊＊平成26年２月28日（金）まで随時受付＊＊＊

 ② 魅力あるお店づくり支援事業補助金
　お店の魅力づくりやイメージアップを図るため、中小
商業者等が実施する店舗づくり事業を支援します。
◆対象者
　市内に住所を有する個人または市内に主たる事業所を
　有する法人など
◆対象経費
　店舗内外の改築等およびこれらと一体として整備する
　設備、看板等にかかる経費
◆補助率
　対象経費の１／２以内（上限50万円）
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※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

健（検）診ＨＰページ番号／000008250
　
ご
自
身
の
健
康
管
理
の
た
め
に

各
種
健(

検)

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
特
定
健
診
は
、
ご
自
身
が
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
者
が
実
施
す

る
健
診
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
各
種
が
ん
検
診
は
、
市
に

住
民
票
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
各
種
が
ん
検
診
に
は
年
齢
制
限

　
が
あ
り
ま
す
。

　
１
月
〜
２
月
に
実
施
し
た
『
健

(

検)

診
調
査
票
』
で
市
の
健
診
を

申
し
込
ま
れ
た
方
に
通
知
し
ま
す
。

＊
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

　
を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
受
診

　
券
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
健
診
当

　
日
は
、
受
診
券
と
保
険
証
を
ご

　
持
参
く
だ
さ
い
。

＊
各
種
が
ん
検
診
を
申
し
込
ま
れ

　
た
方
に
は
、
検
診
の
案
内
が
個

　
別
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

＊
申
し
込
み
を
さ
れ
な
か
っ
た
方

　
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
市
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課（
横

　
手
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
３
３
‐
９
６
０
０

　
ま
た
は
各
地
域
局
市
民
福
祉
課

■
協
会
け
ん
ぽ(

旧
社
会
保
険)

加

入
の
方
へ

　
協
会
け
ん
ぽ
加
入
の
40
歳
以
上

75
歳
未
満
の
被
扶
養
者
の
方
は
、

協
会
け
ん
ぽ
発
行
の
受
診
券
と
保

険
証
を
持
参
す
る
と
、
市
が
行
っ

て
い
る
健
診
会
場
で
特
定
健
診
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
受
診
券
に
つ
い

て
は
、
協
会
け
ん
ぽ
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度 

健（
検
）診
の
お
知
ら
せ

住所変更

　
引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
の
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、
お
早
め
に
市

民
生
活
部
市
民
課
、
ま
た
は
各
地

域
局
市
民
福
祉
課
窓
口
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

＊
横
手
市
外
か
ら
引
っ
越
し
て
き

　
た
時
（
転
入
届
）
／
住
み
始
め

　
た
日
か
ら
14
日
以
内

＊
横
手
市
内
の
ほ
か
の
住
所
に
引

　
っ
越
し
た
時
（
転
居
届
）
／
住

　
み
始
め
た
日
か
ら
14
日
以
内

＊
横
手
市
外
へ
引
っ
越
す
時
（
転

　
出
届
）
／
引
っ
越
し
が
決
ま
っ

　
た
日
か
ら
引
っ
越
し
を
す
る
日

　
ま
で

◆
必
要
な
も
の
／
届
け
出
す
る
方

　
の
印
鑑
と
、
運
転
免
許
証
・
住

　
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
パ
ス
ポ

　
ー
ト
な
ど
の
顔
写
真
つ
き
の
本

　
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。
お

　
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
健
康
保

　
険
証
、
年
金
証
書
な
ど
複
数
の

　
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
同
じ
世
帯
の
方
以
外

　
が
届
け
出
す
る
場
合
は
、
委
任

　
状
が
必
要
で
す
。
な
お
、
転
入

　
の
場
合
は
、
前
住
所
地
で
発
行

　
し
た
転
出
証
明
書
も
持
参
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　

  

市
民
生
活
部
市
民
課
・
国
保
年

金
課
で
は
、
転
入
・
転
出
手
続
き

に
対
応
す
る
た
め
、
休
日
臨
時
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

◆
開
設
日
時
／
４
月
６
日（
土
）午

　
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
開
設
場
所
／
市
役
所
横
手
庁
舎

　（
か
ま
く
ら
館
と
な
り
）１
階
市

　
民
課
・
国
保
年
金
課
の
窓
口
。

※
横
手
庁
舎
以
外
は
開
設
し
ま
せ  

  

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
横
手
地
域
は
市
民
課
、
ほ
か
の

地
域
は
各
地
域
局
市
民
福
祉
課

横
手
地
域
　
　
３
５
‐
２
１
７
６

増
田
地
域
　
　
４
５
‐
５
５
１
３

平
鹿
地
域
　
　
２
４
‐
１
１
１
３

雄
物
川
地
域
　
２
２
‐
２
１
５
６

大
森
地
域
　
　
２
６
‐
２
１
１
５

十
文
字
地
域
　
４
２
‐
５
１
１
４

山
内
地
域
　
　
５
３
‐
２
９
３
２

大
雄
地
域
　
　
５
２
‐
３
９
０
４

住
所
変
更
な
ど
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
！

ＨＰページ番号／000001244、000013453 高齢福祉
【
健
康
づ
く
り
入
浴
サ
ー
ビ
ス
券
】

　
協
力
施
設
の
日
帰
り
入
浴
が
お

お
む
ね
半
額
の
料
金
で
利
用
で
き

ま
す
。

【
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
券
】

　
施
術
１
回
あ
た
り
１
，
０
０
０

円
を
助
成
し
ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
券
の
詳
し
い
利
用

　
方
法
等
は
、
一
緒
に
お
渡
し
す

　
る
『
ご
利
用
の
し
お
り
』
で
ご

　
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者
／
横
手
市
に
お
住
ま
い

　
の
方
で
、
４
月
１
日
現
在
、
65

　
歳
以
上
の
方
（
昭
和
23
年
４
月  

  

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

◆
支
給
枚
数
／
い
ず
れ
も
12
枚

◆
持
参
す
る
も
の
／
印
鑑
と
本
人

　
確
認
の
で
き
る
も
の
（
健
康
保

　
険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど
）

◆
交
付
場
所
／
各
地
域
局
市
民
福

　
祉
課
（
横
手
地
域
は
横
手
庁
舎

　
１
階
の
東
部
地
域
包
括
支
援
セ

　
ン
タ
ー
）

【
問
合
せ
】

　
市
健
康
福
祉
部
高
齢
ふ
れ
あ
い

　
課
（
横
手
庁
舎
内
）

　
　
３
５
‐
２
１
３
４

　
ま
た
は
各
地
域
局
市
民
福
祉
課

『
健
康
づ
く
り
入
浴
サ
ー
ビ
ス
券
』、『
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
券
』を

４
月
１
日
か
ら
交
付
し
ま
す

ＨＰページ番号／000001308

福　祉ＨＰページ番号／000013867
　
４
月
１
日
か
ら
『
障
害
者
自
立

支
援
法
』
に
代
わ
り
『
障
害
者
の

日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合

的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
障

害
者
総
合
支
援
法
）
』
が
施
行
さ

れ
ま
す
。

　
法
律
で
は
、
障
が
い
者
の
範
囲

に
難
病
の
方
が
加
わ
り
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
所
持
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
方
が

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
は

引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
市
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課（
横    

  

手
庁
舎
内
）

　
　
３
５
‐
２
１
３
２

障
害
者
総
合
支
援
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
通
院
費
な

ど
の
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
や
通

院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す
。

　
申
請
は
、
各
地
域
局
市
民
福
祉

課
（
横
手
地
域
は
横
手
庁
舎
１
階

の
東
部
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
で

受
け
付
け
ま
す
。

【
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
】

◎
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３

　
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害

　
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
お
持

　
ち
の
方
　
　
１
カ
月
に
つ
き
２

　
枚
、
年
間
24
枚
ま
で
交
付

◎
腎
臓
機
能
障
害
（
１
級
か
ら
３

　
級
）
で
、
透
析
治
療
の
た
め
に

　
週
２
回
以
上
通
院
し
て
い
る
市

　
民
税
非
課
税
世
帯
の
方    

１

　
カ
月
に
つ
き
４
枚
、
年
間
48
枚

　
ま
で
交
付

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

　
印
鑑

【
通
院
交
通
費
】　

◎
腎
臓
機
能
障
害
（
１
級
か
ら
３

　
級
）
で
、
透
析
治
療
の
た
め
に

　
週
２
回
以
上
通
院
し
て
い
る
方

　
　
　
３
カ
月
ご
と
に
タ
ク
シ
ー

　
基
本
料
金
相
当
額
を
支
給

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
特
定
疾
病

　
療
養
受
療
証
ま
た
は
自
立
支
援

　
医
療
（
更
生
医
療
）
受
給
者
証
、

　
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
等
、
印

　
鑑

※
通
院
交
通
費
を
申
請
し
た
場
合

　
は
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
申
請

　
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

　
市
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課（
横

　
手
庁
舎
内
）

　
　
３
５
‐
２
１
３
２

　
　
３
２
‐
９
７
０
９
　

〜
障
が
い
の
あ
る
方
の
費
用
負
担
の
軽
減
に
〜

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
と
通
院
交
通
費
の
助
成
制
度 

福　祉ＨＰページ番号／000009468

市長面会日のお知らせ市長面会日のお知らせ

◆日　　時／４月22日(月)午前９時～10時30分
◆面会人数／６人(１人につき15分程度）　
◆申込期限／４月17日(水)午後５時
◆申 込 み／市総務企画部市長公室
            秘書・政策調整担当
　　　　　　　35-2111（内線1033、1034）

国民年金ＨＰページ番号／000007696

      

  

所
得
が
少
な
く
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
学
生

の
方
は
、
申
請
に
よ
り
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
年
金

の
受
給
に
必
要
な
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
期
間
中

に
事
故
や
病
気
な
ど
で
障
が
い
が

残
っ
た
場
合
、
障
害
年
金
が
受
給

で
き
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
方
は

特
例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者
／
20
歳
以
上
の
学
生

◆
手
続
き
／
住
民
票
の
あ
る
市
町

　
村
国
民
年
金
担
当
窓
口

※
申
請
は
毎
年
必
要
で
す

◆
持
ち
物
／
年
金
手
帳
、
印
鑑
、

　
学
生
証
の
写
し
、
ま
た
は
在
学

　
証
明
書

【
問
合
せ
】

　
市
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
横

　
手
庁
舎
内
）　
３
５
‐
２
１
８
６

　
ま
た
は
各
地
域
局
年
金
担
当

　
大
曲
年
金
事
務
所

　
　
０
１
８
７
‐
６
３
‐
２
２
９
５

平
成
25
年
度
申
請
受
付
開
始 

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制
度 

固定資産ＨＰページ番号／000013886

       
  

市
に
納
税
義
務
の
あ
る
方
は
、

市
内
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を

記
載
し
た
帳
簿
を
縦
覧
し
、
自
分

の
資
産
の
評
価
額
が
適
正
か
ど
う

か
を
他
の
資
産
と
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
縦
覧
期
間
中
は
固
定
資

産
課
税
台
帳
を
無
料
で
閲
覧
で
き
、

自
分
の
資
産
の
評
価
額
や
課
税
標

準
額
、
税
額
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
縦
覧
の
際
は
、
申
請
者
の

本
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理
人
の
場

合
は
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
縦
覧
期
間
・
時
間
／
４
月
１
日

　（
月
）〜
５
月
31
日（
金
）※
土
日
、

　
祝
日
を
除
く
・
午
前
８
時
30
分

　
〜
午
後
５
時
15
分

◆
縦
覧
場
所
／
市
財
務
部
資
産
税  

  

課
（
横
手
庁
舎
２
階
）

◆
閲
覧
場
所
／
縦
覧
場
所
と
同
じ
、  

　
ま
た
は
各
地
域
局
地
域
振
興
課

【
問
合
せ
】

　
市
財
務
部
資
産
税
課
（
横
手
庁

　
舎
内
）
　
３
２
‐
２
７
６
７

平
成
25
年
度
の
土
地
・
家
屋
評
価
額
を
縦
覧
し
ま
す

芸術文化ＨＰページ番号／000013883

    　
芸
術
文
化
へ
の
意
識
高
揚
の
た

め
に
、
横
手
市
民
会
館
等
を
会
場

に
自
主
文
化
事
業
の
企
画
運
営
を

行
う
『
横
手
市
自
主
文
化
事
業
委

員
会
』
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

報
酬
等
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
コ
ン

サ
ー
ト
や
芝
居
・
演
劇
な
ど
が
好

き
な
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
ま

す
。

◆
募
集
人
員
／
５
人
程
度

◆
開
催
予
定
／
会
議
は
年
２
〜
３

　
回
程
度
（
午
後
７
時
か
ら
２
時

　
間
以
内
の
予
定
）
、
自
主
事
業

　
は
年
２
〜
４
回
開
催
予
定

◆
応
募
資
格
／
20
歳
以
上
の
方
で

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
ま
た

　
は
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
方

◆
応
募
期
限
／
４
月
22
日（
月
）

　
※
必
着

◆
応
募
方
法
／
任
意
の
用
紙
に
、

　
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番

　
号
、
志
望
動
機
を
記
入
し
、
持

　
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
な
ど
の

　
方
法
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
市

　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ

　
ー
ム
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
・
応
募
先
】　

　
〒
０
１
３
‐
０
０
４
５

　
横
手
市
南
町
13
‐
１
　

　
横
手
市
民
会
館

　
　
３
２
‐
３
１
３
６

　
　
３
２
‐
７
８
７
１

『
横
手
市
自
主
文
化
事
業
委
員
会
』委
員
を
募
集
し
ま
す
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市政情報便市役所からのお知らせ 

　②限 度 額／事業１件につき上限50万円
　※備品購入の場合は、対象経費の２分の１以内、事
　　業１件につき上限30万円
　※団体等の運営経費、団体等の構成員に対する人件
　　費や謝礼、食糧費に相当する経費、その他適当で
　　ないと認められる経費は、補助対象外とします。
◆審査および決定方法
　補助金審査委員からの意見聴取を行い、補助金交付
　の適否を判断し金額を決定します。
　※申請金額10万円以上の事業は、申請団体にプレゼ       
    ンテーションを行っていただきます。
◆申込方法
　随時、受け付けしていますので、市経営企画課、ま
　たは各地域局地域振興課で配布している要綱をご覧
　のうえ、申請用紙に記入して提出してください。要
　綱、申請用紙は市のホームページからもダウンロー
　ドできます。

　地域における共助意識の向上と共助の組織づくりを
目的として、市民協働による地域の活性化と特色ある
地域づくり活動を応援します。
◆補助対象者
　次のいずれにも当てはまる団体が対象となります。
　①市内の自治会・町内会・ＮＰＯ・ボランティア団     
  　体など市民５人以上から構成される団体
　②規約・会則、または定款を有している団体
　③継続的な活動が見込まれる団体
◆補助対象経費
  次のいずれにも当てはまる事業が対象となります。
  ①公共性のある事業
  ②地域の活性化を図り、または地域の特色を生かせ
　　る事業
　③地域の共助力の向上と共助の組織づくりを目的と  
  　した事業
  ④住民の労力等の提供がある事業
　※市から他の補助金を受けている場合は、申請でき
　　ませんのでご注意ください。
◆補助金額
　①補 助 率／補助対象経費の４分の３以内

『みんなでささえあう地域づくり活動補助金』受付開始『みんなでささえあう地域づくり活動補助金』受付開始
ＨＰページ番号／000009194ＨＰページ番号／000009194

◆問合せ／市総務企画部経営企画課（南庁舎内）　35-2164

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

住宅の増改築やリフォームの
工事費の一部を補助します
住宅の増改築やリフォームの
工事費の一部を補助します

　４月１日に開校した横手北中学校の開校式典を行
います。
◆日　時／４月13日（土）午後１時～
◆場　所／横手北中学校体育館
◆問合せ／横手北中学校教頭　38-8600

横手北中学校開校式典横手北中学校開校式典

【市内の空間放射線量】
◆期間／２月21日～３月20日
◆場所／横手消防署・雄物川分署・十文字分署　
◆結果／毎時0.05～0.07マイクロシーベルト

【訂正とお詫び】
市報よこて３月１日号に誤りがありました。
次のとおり訂正してお詫びします。８ページ『横手
市ご当地ナンバープレートのデザイン決定』の市財
務部市民税課（横手庁舎内）の電話番号
　(誤)　32-2611　　　(正)　32-2510

秋田県知事選挙は
　　　　　　無投票になりました
秋田県知事選挙は
　　　　　　無投票になりました

 『スポーツ立市よこて』
       　      宣言式典を開催します
 『スポーツ立市よこて』
       　      宣言式典を開催します

　スポーツをキーワードに元気なまちづくりと地域
の活性化、生涯を通じた豊かなスポーツライフづく
り、競技力の向上などのスポーツ振興を市民と一体
になって推進するため、『スポーツ立市よこて』の
宣言式典を開催します。お気軽にご参加ください。
◆日　時／４月20日（土）午後３時15分～５時
◆場　所／横手体育館
◆内　容／【宣言式典】午後３時15分～
　　　　　【エキシビション・マッチ】午後４時～
　　　　　①バドミントン日本リーグ女子１部・
　　　　　　北都銀行バドミントン部の試合　
　　　　　②バレーボール・雄物川高校男子対国体
　　　　　　チームＶＣ秋田の試合
◆問合せ／市教育委員会スポーツ振興課（横手就業
　　　　　改善センター内）　35-2173

犬や猫の飼い方にご注意を！犬や猫の飼い方にご注意を！
　ペットは飼い主に安らぎを与えてくれますが、飼
い方によっては周囲に迷惑をかけることがあります。
ご近所にも配慮し、マナーを守りましょう。
　また、野良猫にむやみにエサを与えると、野良猫
の数が増え、周囲に迷惑を与えます。無責任にエサ
を与えないようにしましょう。
◆問合せ／市市民生活部生活環境課（横手庁舎内）
　　　　　  35-2184

              　  ＨＰページ番号000013691              　  ＨＰページ番号000013691
              　  ＨＰページ番号000013882              　  ＨＰページ番号000013882

生ごみ処理機等を購入予定の方へ
～補助金制度をご活用ください～

生ごみ処理機等を購入予定の方へ
～補助金制度をご活用ください～

　市では各家庭から排出される生ごみの減量と再資
源化を図るため、生ごみ処理機等を購入し設置され
る方に費用の一部を補助しています。商品購入前に
申請手続きが必要ですのでご相談ください。
◆補助額
　【コンポスト】
  購入価格の１／２・上限５千円
　【電動生ごみ処理機】
　購入価格の１／２・上限２万５千円
◆問合せ／市市民生活部生活環境課（横手庁舎内）
　　　　　　35-2184

ＨＰページ番号000004670、000001347ＨＰページ番号000004670、000001347

　秋田県知事選挙は、３月21日（木）
の告示日に現職の佐竹敬久氏のほか
に立候補の届出が無く、無投票にな
りました。

４月７日（日）に予定していた
投票は行いませんのでお知らせします。
◆問合せ／市選挙管理委員会事務局（南庁舎内）
　　　　　　35-2161

　あきた安全安心住まい推進事業（県事業）
①住宅リフォーム推進事業
②住宅用太陽光発電システム普及支援事業
③家庭用高効率給湯器等買換支援事業
④『秋田スギの家』普及促進事業
※詳しい内容については県のホームページをご覧く
　ださい（http://www.pref.akita.lg.jp)。
◆問合せ／県建設部建築住宅課　018-860-2561
          県平鹿地域振興局建設部建築課　32-6206

　雪国よこて安全安心住宅普及促進事業(市事業）
①雪対策のための改修工事
②バリアフリー化改修工事
③省エネ・断熱化改修工事
④住宅耐震改修・改築工事
※受付開始日については、国の交付金を活用する事
　業のため、後日、詳しい内容とあわせてお知らせ
　します。事前に相談を受け付けますので改修を検
　討されている方は、ご相談ください。
◆問合せ／市建設部建築住宅課（県平鹿地域振興局
　　　　　内）　35-2224

横
手
市
長
　五
十
嵐 

忠
悦

横
手
市
長
　五
十
嵐 

忠
悦

３
・
11
震
災
か
ら
の
復
興
を
祈
り

語
り
継
ぐ

市
長
コ
ラ
ム
 ①

市
長
コ
ラ
ム
 ①3030

い

ど

む

い

ど

む

表彰式では松井さんに五十嵐市長から
賞状が手渡された

　　
二
万
人
を
超
え
る
死
者
・
行
方
不
明
者

を
出
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
た

ち
ま
し
た
。
今
な
お
多
く
の
方
々
が
故
郷

を
離
れ
避
難
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
不
透

明
な
状
況
の
中
、
横
手
市
に
お
い
て
も
い

ま
だ
１
０
０
人
を
超
え
る
方
々
が
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
余
震
活
動
も
い
ま
だ
活
発
に
続
い
て
お

り
、
日
本
が
地
震
国
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら

た
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
震
災
で
、
地
域
で
の
助
け
合
い
の

大
切
さ
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

ま
し
た
。
避
難
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
々
へ

の
支
援
活
動
が
、
多
く
の
方
々
の
手
に
よ

り
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
地
域
に

あ
る
昔
か
ら
の
助
け
合
い
の
気
持
ち
の
表

れ
と
思
い
ま
す
。

　
女
優
の
志
田
未
来
さ
ん
は
、
十
文
字
映

画
祭
の
舞
台
あ
い
さ
つ
で
「
震
災
は
決
し

て
風
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
こ
と
」
と
満

員
の
観
衆
に
語
り
か
け
た
と
い
い
ま
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、
被
災
地
に
寄
り

添
い
、
被
災
さ
れ
た
方
に
思
い
を
馳
せ
、

震
災
を
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
誓
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

横
手
に
工
場
建
設
の『
株
式
会
社
日
本
一
』

の
品
質
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

　先
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
で
開
催

さ
れ
た
、
横
手
市
に
工
場
を
建
設
す
る
株

式
会
社
日
本
一
主
催
の
『
第
８
回
焼
鳥
コ

ン
テ
ス
ト
』
に
出
席
し
ま
し
た
。
コ
ン
テ

ス
ト
出
場
者
は
、
全
国
の
同
社
店
舗
で
働

い
て
い
る
方
々
の
中
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜

い
て
き
た
皆
さ
ん
で
す
。
そ
の
中
で
、
イ

オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
横
手
南
店
の
松

井
富
美
子
さ
ん
が
、
焼
き
方
や
接
客
を
競

う
部
門
で
二
位
に
輝
き
ま
し
た
。
「
い
つ

も
の
自
分
で
が
ん
ば
り
ま
す
！
」
と
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
言
葉
ど
お
り
に
普
段
の
力
を

発
揮
し
て
の
入
賞
で
し
た
。
同
社
の
製
造

や
販
売
技
術
に
対
す
る
真
摯
な
取
り
組
み

に
ふ
れ
、
横
手
に
建
設
さ
れ
る
工
場
も
高

い
技
術
力
を
つ
け
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と

を
確
信
し
ま

し
た
。
松
井

さ
ん
の
今
後

の
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
を

お
祈
り
し
東

京
か
ら
の
帰

路
に
つ
き
ま

し
た
。

 地域づくり活動補助金／市長コラム



Topics

 （横手）（横手） 

　昨年開催されたロンドンパラリンピック男子マラソ
ンで７位入賞を果たした横手市出身の高橋勇市選手が
レースで身につけたユニフォームなど５点が、母校の
横手西中で公開されました。生徒たちは先輩の活躍に
思いをはせ、自らのがんばる力を奮い立たせている様
子でした。４月からは、黒川公民館に展示されます。
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英国を駆け抜けたユニフォーム 横手川に戻ってくることを願い

　平成11年から横手西中学校で続けられてきたサケの
稚魚放流が、３月21日、同校裏の横手川で行われまし
た。放流する稚魚は、昨年11月下旬から横手西中のサ
ーモン委員４人が大事に育てたもの。体長４㌢ほどに
成長した約5,000匹の稚魚は、全校生徒57人の手によっ
て次々と放たれ、大海原へと向かって旅立ちました。

■第64回市民医学講座（横手）

健康について考える

　３月２日、かまくら館で市民医学講座が開催されまし
た。はじめに条里コスモス眼科の髙　佳奈先生が目の衰
えとどう向き合うかについて講演。主だった症状に見ら
れる代表的な病気とその治療方法や予防策などを詳しく
解説し「年に１度は眼科検診を」と呼びかけました。
　続いてあさのクリニックの浅野晴彦先生が、タバコが
人体に与える悪影響を、最近の話題などを紹介しながら
わかりやすく解説。「ひとりでも多くの方が、タバコか
ら解き放たれることを願う」と締めくくりました。会場の皆さんにわかりやすく講演する髙　先生（左）と浅野先生（右）

 （横手）

　３月10日、横手市児童センターでオマチマンコンサ
ートが開催され、会場を訪れた約70人の親子は、オマ
チマンの軽快な音楽とお話を楽しみました。コンサー
トでは、ギターにあわせて歌ったり、踊ったり、じゃ
んけんしたりと、親子でたっぷりスキンシップをとっ
て過ごし、会場は終始、笑顔であふれていました。

親子で楽しくスキンシップ

　３月13日、雄物川高校の２年生40人が、家庭科の調理
実習で郷土料理の『だまこ汁』と『みそたんぽ』を作り
ました。地域の郷土料理への理解を深め、ふるさとの食
文化の豊かさを感じてもらおうと、同校が毎年行ってい
るもので、２年生119人が３日間に分かれ実習しました。
　当日は、秋田ふるさと農協女性部の２人が講師となり、
生徒たちに作り方のコツを伝えました。生徒たちは、自
分たちで料理した伝統の味は格別の様子で、試食では教
室のあちらこちらで「おいしい」と歓声が上がりました。

伝統の味を高校生へつなぐ
■だまこ汁とみそたんぽ作りに挑戦(雄物川）

ＪＡ女性部２人の説明を熱心に聞く２年Ｃ組の生徒たち

在宅療養を支える
■地域包括ケア推進講演会（横手）

自宅で過ごすために地域包括ケアの推進を、と話す川島先生

　『生き方に向き合う地域包括ケア』と題して、３月８
日、地域包括ケア推進講演会が開催されました。市が進
める在宅医療連携拠点事業の一環として行われたもので
医療・介護・福祉保健などの関係者100人が参加しました。
　講師の、仙台往診クリニック院長で厚生労働省の各種
審議会委員を務める川島孝一郎先生は「これからは、生
活者の生き方に寄り添う医療が求められる。病院・診療
所・在宅療養支援診療所の三分化を図り、在宅での尊厳
ある暮らしを支えてほしい」と参加者に語りかけました。

（十文字）

　３月５日、十文字地域づくり協議会などが主催する
農業講演会がプラザ瑞雲閣で行われ、福井県・㈲せいわ
箸店創業者の木越和夫氏が講演を行いました。木越氏
は消費者が求める商品作りと販売方法について解説し
「需要は待っているものではなく自ら作り出すもの、
発想を変え行動を起こすことが大事だ」と話しました。

全ては、やるかやらないか

自然に親しみ感受性を豊かに

　３月３日、シンガー・ソングライターのみなみらんぼ
うさんを講師に迎え、増田地域センター運営協議会主催
の環境講演会が増田ふれあいプラザで行われました。
　自身の人生を振り返りながら『自然に親しむ』と題して
講演したらんぼうさんは「自然と向き合うことで感受性
が豊かになり、人生を楽しむことができる。子どもたち
にもっと自然に親しんでもらいたい」と呼びかけました。
　また、中学生の時に登った栗駒山の思い出や、山歩き
の楽しみ方にも触れ、登山の魅力を伝えてくれました。

■第10回環境講演会（増田）

人生を振り返りながら講演するみなみらんぼうさん

　３月10日、林そよか＆林はるか姉妹による、ピアノと
チェロのコンサートが増田ふれあいプラザで行われまし
た。これは旧石田理吉家に所蔵されていた、大正11年製
のピアノが横手市に寄贈されたことを受け〝大正の音色
と優雅な姿〟を楽しんでもらおうと行われたものです。
　ピアノやチェロの名曲をはじめ、ジョン・レノンの代
表作をカバーしたアルバムの中からイマジンなど21曲を
披露。アンコールではリンゴの唄も演奏され、心地よい
音色が会場をやさしく包み込んでいました。

■ピアノとチェロの二重奏コンサート（増田）

よみがえる大正の音色

やさしい音色を奏でる林そよかさん（右）と林はるかさん（左）

■第１回じゅうもんじ音楽祭（十文字）

弦楽五重奏（上）と十文字中学校吹奏楽部の演奏（下）

各団体の発表に感動！

　３月17日、十文字出身のピアニスト・泉谷地春さんを
はじめ、ソプラノ歌手の森朱美さんや地元で音楽に携わ
っている方々による〝音楽祭〟が十文字文化センターで
開かれました。この音楽祭は、地域の方に安らぎと元気・
感動を与えようと、同音楽祭実行委員会が主催したもの
です。立見が出るほどの会場では、各団体の演奏に続き、
泉谷さんの伴奏のもと森さんが歌詞の説明を交えながら
オーソレミオなど９曲を熱唱。最後の横手市民歌合唱で
は、全員の歌声が会場いっぱいに響き渡りました。

ちはる

あけみ

泉谷さんのピアノ伴奏にあわせ
迫力ある歌声を披露する森さん
泉谷さんのピアノ伴奏にあわせ
迫力ある歌声を披露する森さん
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　将棋クラブ『南の館』は、将棋という同じ趣味を
持つ仲間が集い、対局を通じて親睦を深め、将棋
文化の継承とさらなる発展を目指し、平成16年９
月に結成されたクラブです。
　ボランティアスタッフの協力のもと、毎月第１
日曜日、十文字Ｂ＆Ｇ海洋センターで月例将棋大
会を行い、２月には100回目の開催を迎えました。
参加者は子どもから高齢者まで幅広く、遠くは県
外からも参加して将棋の腕を磨いています。
　「将棋の面白さは相手との駆け引きですね。こ
こに来ると、自分のレベルに合わせて色んな人と
対戦できるので毎月楽しみにしています」と会員
の皆さんは笑顔を見せます。
　普及指導員の佐藤紀元さんは「月例大会が長く続
けてこられたのも、関係者の皆さんのおかげです。
生涯を通じて楽しめる将棋の継承・発展に、微力
ながら頑張っていきたい」と話してくれました。
◆問合せ　佐藤紀元さん　090-3365-2720

材料（４人分）
○こごみ…200g　○新玉ねぎ…80g  ○ちくわ…２本
【調味料】
○白すりごま…大さじ２　○マヨネーズ…大さじ２
○酢…大さじ１　○しょう油…小さじ１
○砂糖…小さじ１　○ラー油…少々

作り方
①こごみは茹でて、しっかりと水切りをして３㌢に切っ
　ておく。
②新玉ねぎはスライスに、ちくわは輪切りにしておく。
③ボールに【調味料】を入れてよく混ぜ合わせる。
④③に①②を入れて、味を馴染ませる。
※材料はよく水切りをして、食べる直前に混ぜ合わせる
　と、おいしくいただけます。

◎今月の紹介者

１人分の栄養素
エネルギー 111.0kcal
タンパク質   4.1g
脂　　　質   7.5g
塩　    分   0.5g

こごみのごまマヨサラダ

にこにこレシピ
●旬の地産食材で健康づくり●

食と農からのまちづくり

オイ

シイ
ってカラ

ダにイイ

横手市食生活改善推進協議会・大雄支部
伊藤 慶子さん（大雄・中島）
　こごみは、βカロテンがたくさん含
まれている食材で、抗酸化作用をはじ
め、皮膚や粘膜を正常に保つ効果があ
ります。お好みで、むきエビやにんじ
んを入れると赤みが増して彩りが豊か
になります。レシピも簡単なので、ぜ
ひ一度作ってみてください。

将棋クラブ（十文字）

食事バランスガイド

主食

副菜

主菜
牛乳・乳製品 果物

1 3 4 5 6

3 4 5 6

2 3 4

1 212

5

7

1 2

2

『南の館』

　食用菊のハウスを有効利用
した、冬期のこごみ栽培を始

めて15年になります。１年間冷凍庫に
保管しておいたこごみの株を、収穫時期
を逆算しながらハウスに移動し、今年は
約６千株のこごみを栽培しています。
収穫は１月から４月にかけて毎日、朝
と夕方の２回行い、ＪＡを通して主に
関東市場に出荷しています。和え物や
天ぷらなどにして、春の味覚を味わってください。
（ＪＡ秋田ふるさと・食用菊部会・小林ゆみ子さん・平鹿釜ノ川）

『こごみ』今月の食材

1

ナ ン

土谷　亜弓さん
つちや　あゆみ（23歳・十文字）

　
秋
田
栄
養
短
期
大
学
を
卒
業
し
、
栄
養
士
の

資
格
を
持
つ
亜
弓
さ
ん
は
、
平
鹿
総
合
病
院
で

調
理
員
と
し
て
勤
務
し
て
こ
の
春
で
４
年
目
に

な
り
ま
す
。
入
院
患
者
さ
ん
の
食
事
の
調
理
や

盛
り
付
け
を
し
て
い
て
、
患
者
さ
ん
か
ら
『
美

味
し
か
っ
た
で
す
』
と
い
う
お
手
紙
を
も
ら
う

と
や
り
が
い
を
感
じ
る
そ
う
。
現
在
は
、
来
年

の
管
理
栄
養
士
の
資
格
試
験
に
む
け
て
勉
強
中

と
い
う
亜
弓
さ
ん
の
瞳
は
輝
き
、
や
る
気
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
学
生
時
代
に
つ
い
て

　
小
・
中
学
校
時
代
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

高
校
で
は
陸
上
を
し
て
い
ま
し
た
。
怪
我
に
も

苦
し
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
先
輩
た
ち
か
ら
気
遣

い
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

◆
趣
味
・
休
日
の
過
ご
し
方

　
お
菓
子
作
り
が
好
き
で
す
。
家
で
と
れ
た
カ

ボ
チ
ャ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
使
っ
て
、
ク
ッ

キ
ー
や
和
菓
子
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

暖
か
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
ド
ラ
イ
ブ
に
も
行

き
た
い
で
す
ね
。

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。土谷さんは、前回
の小野さんからのご紹介です。

長谷山　一美さん
はせやま　かずみ(44歳・大森）

　
東
京
都
昭
島
市
出
身
の
一
美
さ

ん
は
、
平
成
10
年
に
ご
主
人
の
厚

成
さ
ん
と
の
結
婚
を
き
っ
か
け
に

横
手
に
来
ま
し
た
。
故
郷
と
の
違

い
を
聞
く
と
「
皆
さ
ん
親
身
で
、

人
と
人
と
の
距
離
感
が
近
い
と
こ

ろ
で
す
ね
」
と
子
育
て
す
る
に
は

最
高
の
環
境
で
あ
る
こ
と
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
横
手
の
好
き
な
と
こ
ろ

を
尋
ね
る
と
「
四
季
を
感
じ
ら
れ

る
と
こ
ろ
」
と
の
こ
と
で
、
旬
の

食
材
や
ス
ポ
ー
ツ
で
横
手
の
四
季

を
満
喫
し
て
い
る
様
子
で
す
。

　
現
在
、
ク
オ
ー
ル
薬
局
こ
と
ぶ

き
店
に
お
勤
め
の
一
美
さ
ん
は

「
医
療
を
通
じ
て
地
域
の
た
め
に

な
れ
ば
」
と
言
い
ま
す
。
長
男
款

生
く
ん
（
中
１
）
と
長
女
歩
佳
さ

ん
（
小
４
）
は
そ
れ
ぞ
れ
、
部
活

動
な
ど
に
打
ち
込
み
、
休
日
に
は

一
美
さ
ん
も
応
援
に
出
か
け
て
い

る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
忙
し
い

日
々
の
な
か
で
「
毎
日
と
て
も
楽

し
い
で
す
。
知
り
合
い
が
い
な
く

て
不
安
だ
っ
た
頃
も
あ
り
ま
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
を
通
じ
て
た
く

さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

機
会
を
作
っ
て
く
れ
た
子
ど
も
た

ち
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
も
楽

し
み
の
ひ
と
つ
で
す
ね
」
と
温
か

い
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 こ

う
か
ん

あ
ゆ
か

せ
い

せ
い

東京都

昭島市

■面積　　17.33k㎡
■人口　　113,036人
■世帯　　51,818世帯

埼玉県
千葉県

神奈川県

山梨県

沼館保育園（雄物川）のおともだち
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横
手
市
手
話
奉
仕
員
養
成

　
　
入
門
講
座
（
全
18
回
）

　
手
話
初
心
者
向
け
の
入
門
講
座
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を

広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
ま
で
に

修
了
し
た
方
の
再
受
講
も
で
き
ま
す
。

◆
日
時
／
４
月
23
日（
火
）〜
９
月
３

　
日（
火
）の
毎
週
火
曜
日
午
後
６
時

　
30
分
〜
８
時
30
分
※
６
月
25
日
・

　
８
月
13
日
は
休
み

◆
場
所
／
Ｙ
ぷ
ら
ざ

◆
対
象
／
18
歳
以
上
の
方

◆
テ
キ
ス
ト
代
／
１
，２
０
０
円

　
※
テ
キ
ス
ト
不
要
の
方
は
明
記

◆
申
込
方
法
／
官
製
は
が
き
に
『
手

　
話
入
門
』・
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を

　
明
記
。
難
聴
の
方
は
『
難
聴
あ
り
』、

　
と
記
入
し
『
横
手
市
中
央
町
８-

　
２
市
社
会
福
祉
課
宛
』
に
送
付
。

　
※
難
聴
の
方
に
は
要
約
筆
記
者
の

　
サ
ポ
ー
ト
あ
り

◆
申
込
期
限
／
４
月
11
日（
木
）必
着

◆
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
部
社
会
福

　
祉
課
　
３
５
‐
２
１
３
２
、
　
３

　
２
‐
９
７
０
９

　
　
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
図

　
　
書
を
長
期
縦
覧
中
で
す

◆
縦
覧
図
書
／
【
横
手
都
市
計
画
下

　
水
道
①
秋
田
湾
・
雄
物
川
流
域
下

　
水
道
（
横
手
処
理
区
）、②
横
手
市

　
公
共
下
水
道
】
※
平
日
の
み

◆
縦
覧
場
所
／
市
上
下
水
道
部
下
水

　
道
課
（
水
道
庁
舎
）
※
①
は
県
仙

　
北
地
域
振
興
局
建
設
部
工
務
課（
大

　
仙
市
大
曲
上
栄
町
13-

62
）で
も
縦

　
覧
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
市
上
下
水
道
部
下
水
道

　
課
　
３
５
‐
２
２
５
３

　　
　
え
が
お
の
丘
水
泳
教
室

　
　
新
規
受
講
者
募
集

　
年
齢
や
目
的
に
応
じ
た
コ
ー
ス
の

会
員
を
随
時
、
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
学
童
コ
ー
ス
（
小
学
校

１
・
２
年
生
）
の
新
規
申
し
込
み
は
、

４
月
14
日(

日)

午
前
９
時
30
分
か
ら

フ
ロ
ン
ト
に
て
受
け
付
け
し
ま
す
。

（
先
着
20
人
程
度
、
整
理
券
は
午
前

９
時
頃
配
布
予
定)

◆
コ
ー
ス
／
ベ
ビ
ー
・
キ
ッ
ズ
コ
ー

　
ス
（
乳
幼
児
と
そ
の
家
族
）
、
学

　
童
コ
ー
ス（
小
学
生
）、
成
人
コ
ー

　
ス
（
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
・
日
中
・
レ

　
デ
ィ
ー
ス
、
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
、
水

　
中
歩
行
）

◆
受
講
料
／
月
謝
制

　【
学
童
コ
ー
ス
】週
１
回
５
０
０
円

　【
成
人
コ
ー
ス
】週
１
回
９
０
０
円

　
※
教
室
後
の
温
泉
サ
ー
ビ
ス
付

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
え
が
お
の
丘

　
　
２
２
‐
２
２
２
１

　
　
平
鹿
地
域
に
新
設
す
る
市
民

　
　
農
園
の
利
用
者
募
集

　
市
で
は
、
農
業
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
作
物
栽
培
を
通
し
た
食
育
を

推
進
す
る
た
め
、
平
鹿
町
醍
醐
の
温

泉
施
設
『
ゆ
っ
ぷ
る
』
隣
接
地
に
市

民
農
園
を
開
設
し
ま
す
。
自
分
の
手

で
野
菜
を
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象
／
横
手
市
民
で
耕
作
地
を
所

　
有
し
て
い
な
い
方  

◆
募
集
区
画
／
35
区
画
（
１
区
画
あ

　
た
り
32
㎡
）

◆
利
用
料
／
年
２
，
０
０
０
円
（
１

　
区
画
あ
た
り
）
　

◆
申
込
期
限
／
４
月
19
日（
金
）

◆
申
込
方
法
／
各
地
域
局
産
業
建
設

　
課
ま
た
は
『
ゆ
っ
ぷ
る
』
備
え
付

　
け
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
提
出
。

◆
問
合
せ
／
ゆ
っ
ぷ
る
　
２
５
‐
３

　
８
０
１
ま
た
は
平
鹿
地
域
局
産
業

　
建
設
課
　
２
４
‐
１
１
１
８

　
　
旭
公
民
館
主
催

　
　『
旭
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
』

　
季
節
の
行
事
や
料
理
教
室
な
ど
、

親
子
で
一
緒
に
楽
し
め
る
催
し
を
毎

月
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
５
月
〜
平
成
26
年
３
月
の

　
毎
月
第
３
火
曜
日
、
午
前
10
時
〜

　
11
時
30
分

◆
場
所
／
旭
ふ
れ
あ
い
館

◆
対
象
／
未
就
園
児
と
そ
の
家
族

◆
参
加
費
／
１
，０
０
０
円（
年
間
）

◆
申
込
開
始
／
４
月
８
日（
月
）

◆
申
込
み
／
旭
公
民
館

　
　
３
６
‐
１
１
０
０ 

　
　『
に
ほ
ん
ご
あ
そ
び
〜
声
に
出

　
　
し
て
読
も
う
〜
』参
加
者
募
集

　
『
美
し
い
日
本
語
』
や
『
楽
し
い

日
本
語
』
を
、
声
に
出
し
て
読
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。
日
本
語
の
名
文
を
テ

キ
ス
ト
に
、
楽
し
く
日
本
語
を
学
ぶ

講
座
で
す
。

◆
日
時
／
開
講
式
５
月
22
日（
水
）、

　
６
月
〜
11
月
の
毎
月
第
２
水
曜
日

　
に
開
催
予
定
、
午
前
10
時
15
分
〜

　
正
午
※
８
月
は
休
み

◆
場
所
／
さ
か
え
館
※
参
加
無
料

◆
申
込
期
限
／
４
月
30
日（
火
）

◆
申
込
み
／
栄
公
民
館

　
　
３
３
‐
５
３
２
０

　
　
平
成
25
年
度

　
　
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
試
験
案
内
・
受
験
願
書
は
、
市
消

防
本
部
ま
た
は
消
防
署
、
各
分
署
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
６

回
の
試
験
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
横

手
市
で
も
受
験
で
き
ま
す
。

◆【
第
１
回
】電
子
申
請
受
付
期
限
／

　
４
月
５
日（
金
）ま
で
※
書
面
申
請

　
受
付
期
限
は
４
月
８
日（
月
）

◆
試
験
日
／
５
月
12
日（
日
）

　
※
第
２
回
以
降
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
試
験
の
種
類
／
甲
種
、
乙
種
（
第

　
１
類
〜
第
６
類
）
、
丙
種

◆
問
合
せ
／
市
消
防
本
部
予
防
課
　

　
３
２
‐
１
２
１
８
ま
た
は（
財
）消

　
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
秋
田
県
支

　
部
　
０
１
８
‐
８
３
６
‐
５
６
７
３

沼館保育園（雄物川）のおともだち白山保育所（大森）ゆり組のおともだち大森保育園（大森）ゆり組のおともだち

情報～information～

講
　座

情報情報
informationinformation

2

講
　座

　
　
求
職
者
支
援
訓
練『
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ

　
　
ネ
ス
基
礎
科
』受
講
者
募
集

　
求
職
者
向
け
と
し
て
３
カ
月
間
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
、
ワ
ー
プ
ロ
、
表

計
算
ソ
フ
ト
の
操
作
等
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
５
月
17
日（
金
）〜
８
月
16

　
日(

金)

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
50

　
分
※
土
日
・
祝
日
等
は
休
み

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房

◆
定
員
／
10
人
※
４
月
23
日（
火
）午

　
後
１
時
〜
面
接
等
で
選
考

◆
対
象
者
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

　
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
で
職
業

　
訓
練
そ
の
他
の
支
援
の
必
要
性
が

　
高
い
と
認
め
ら
れ
る
方

◆
給
付
金
／
一
定
の
要
件
を
満
た
す

　
場
合
、
受
講
期
間
中
に
給
付
金
を

　
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
申
込
期
限
／
４
月
17
日（
水
）

◆
申
込
み
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横
手

　
　
３
２
‐
１
１
６
５

　
　
市
内
名
所
を
巡
る
半
日
観
光

　
　
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
　

◆
日
時
／
４
月
23
日（
火
）午
前
８
時

　
45
分
〜
正
午

◆
集
合
場
所
／
市
役
所
南
庁
舎
向
い

　
防
雪
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場

◆
コ
ー
ス
／
大
沢
・
前
郷
コ
ー
ス（
天

　
保
無
縁
塚
、
羽
根
山
長
者
と
姫
石
、

　
五
郎
宮
、
旭
岡
山
神
社
仁
王
門
、

　
ニ
ン
ニ
ク
神
さ
ま
、
横
手
清
陵
学

　
院
な
ど
）

◆
定
員
／
先
着
20
人

◆
参
加
費
／
２
０
０
円

◆
申
込
み
／
横
手
市
観
光
協
会

　
　
３
３
‐
７
１
１
１

　
　
横
手
ま
ち
の
案
内
人
を
募
集

　
　
し
ま
す

　
横
手
市
を
訪
れ
る
観
光
客
へ
、
市

内
の
名
所
や
史
跡
な
ど
を
案
内
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
研
修
を
受
け
、
初
め
は

案
内
人
の
補
助
を
し
な
が
ら
経
験
を

積
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
年
齢
・
性

別
は
問
い
ま
せ
ん
。
研
修
後
は
、
観

光
支
援
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
ふ
き

の
と
う
の
会
』
に
所
属
し
活
動
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
申
込
期
限
／
４
月
30
日(

火)

◆
申
込
み
／
横
手
市
観
光
協
会

　
　
３
３
‐
７
１
１
１

　
　『
初
心
者
向
け
フ
ラ
ダ
ン
ス

　
　
教
室
』
受
講
者
募
集

　
佐
々
木
フ
サ
子
先
生
を
講
師
に
迎

え
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
未
経
験
の
方
や
、

こ
れ
か
ら
は
じ
め
た
い
方
向
け
の
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く

踊
り
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
／
５
月
９
日（
木
）〜
９
月
26

　
日（
木
）の
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
※
全
10
回

◆
場
所
／
サ
ン
サ
ン
横
手

◆
定
員
／
先
着
20
人
（
高
校
生
を
除

　
く
18
歳
以
上
の
方
）

◆
受
講
料
／
１
，５
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
４
月
15
日(

月)

◆
申
込
み
／
サ
ン
サ
ン
横
手

　
　
３
３
‐
８
０
３
３

　
　
平
成
25
年
度
前
期
技
能
検
定

　
　（
国
家
試
験
）の
お
知
ら
せ

　
機
械
加
工
や
建
築
大
工
な
ど
、
労

働
者
の
技
能
を
一
定
の
基
準
に
よ
っ

て
検
定
し
、
公
証
す
る
国
家
検
定
制

度
で
す
。
試
験
日
程
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
先
／
秋
田
県
職
業
能
力
開
発

　
協
会
（
〒
０
１
０-

１
６
０
１
秋
田

　
市
向
浜
一
丁
目
２-

１
）
ま
た
は
各

　
技
能
セ
ン
タ
ー

◆
受
付
期
間
／
４
月
８
日（
月
）〜
19

　
日（
金
）※
土
日
を
除
く

◆
問
合
せ
／
県
産
業
労
働
部
雇
用
労

　
働
政
策
課
　
０
１
８
‐
８
６
０
‐

　
２
３
２
１
、
ま
た
は
秋
田
県
職
業

　
能
力
開
発
協
会
　
０
１
８
‐
８
６

　
２
‐
３
５
１
０

　
　
横
手
地
方
職
業
能
力
開
発
協
会

　
　
各
種
講
座

【
①
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
講

習
】

◆
期
日
／
４
月
23
日(

火)

・
24
日(

水)

◆
申
込
期
限
／
４
月
15
日(

月)

【
②
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
Ｋ
Ｙ
Ｔ（
危

険
予
知
）講
習
】

◆
期
日
／
５
月
14
日(

火)

・
15
日(

水)

◆
申
込
期
限
／
５
月
７
日(

火)

【
共
通
事
項
】

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
場
所
／
横
手
市
総
合
技
能
セ
ン
タ
ー

　
※
受
講
料
、
必
要
書
類
は
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
横
手
地
方
職

　
業
能
力
開
発
協
会

　
　
３
２
‐
５
７
８
３

募
　集

 

催
　し

お
知

ら
せ

講
　座

春の火災予防運動実施春の火災予防運動実施
～消すまでは 出ない行かない 離れない～～消すまでは 出ない行かない 離れない～

　空気が乾燥し、火災の発生しやすい季節になります。
火災から命と財産を守るため、家庭や地域で防火対策
を進めましょう。
・ストーブやガスコンロの取り扱いに注意しましょう。
・お年寄りや身体の不自由な人を、住宅火災から守りま
　しょう。
・火災による逃げ遅れから命を守るため、住宅用火災警
　報器を設置し、適切な維持管理に努めましょう。
・古くなった消火器は更新し、専門の処理業者に処理を
　依頼しましょう。
・家のまわりには燃えやすいものを置かないようにしま
　しょう。
　例年、春先は枯草に火が燃え移る火災が多く発生し
ています。枯草などの近くで火気の取り扱いはやめま
しょう。
◆問合せ／市消防本部予防課　32-1218
　　　　　またはお近くの消防署、各分署へ

7-137-134/4/  

講
　座

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

講
　座

募
　集

講
　座
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地域からのお知らせ

広告広告

　　
『稚魚の放流を行います！』
　横手川に鮭の稚魚約２万匹を放流します。どなたでも
参加できますので、一緒に放流しませんか。
●日時／４月14日(日)午前10時～　●場所／蛇の崎川原
付近　●参加費／無料　●問合せ／横手南ロータリーク
ラブ 川越さん㈲アオイ 　33-6664 　
　
コミュニティーハウス ね・ま～れ『イベント案内』
【押し花作品＆エコクラフト展示】入場無料
●期間／４月14日(日)まで開催中、午前10時～午後５時
※14日は午後３時まで
【ミニ押し花作り体験教室】
●日時／４月14日（日）午前10時～午後０時30分　●参加
費／100円（材料費）
【植物画教室作品展】入場無料
●期間／４月15日(月)～29日（月）、午前10時～午後５時
●問合せ／ね・ま～れ（十文字）※火曜日休館 　42-5320
　
『手作り雑貨マーケット』
　布雑貨やエコクラフトカゴなど手作り品を販売します。
午前11時からはミニチャリティーバザーも開催します。
●日時／４月14日（日）午前10時～午後３時 ●場所／大仙市
大曲交流センター ●問合せ／小松さん 　090-7666-6001
 
『つかえる英語講座』（外国人教師による中級英会話）
●日時／４月16日(火)午後７時～９時 ●場所／Ｙ2ぷらざ 
●受講料／１回1,000円（初回無料） ●問合せ／田口さん 
　080-1829-4754
　　　
『第５回 中国文墨画展覧会』（文墨画人・赤川華流作）
　富山県井波彫刻作品も同時展示します。
●期間／４月17日(水)～５月13日（月）、午前９時30分～
午後５時　●入場料／無料　●場所／秋田ふるさと村工
芸展示館　●問合せ／赤川さん 　018-829-5859
　
『見て楽しい絵手紙の作品展示会』
　ふるさと絵手紙教室の参加者が描いた作品を展示しま
す。実演コーナーやプレゼントも準備しています。
●日時／４月19日（金）・20日（土）、午前９時～午後４時30分
●場所／Ｙ2ぷらざ　●入場料／無料　●問合せ／ふるさと
絵手紙の会 奥山さん 　090-9428-5547
　　
自然を愛する皆さんの集い　
●日時／４月21日(日)午後１時～ ●内容／①『春を感じ
て…！』写真とお話し　②歌の好きな人集まれ100回記念
をより楽しむためにパートⅡ『みんなで歌のレッスンし
よう！』講師：塩田明子さん ●参加費／800円（洋菓子付）
※要予約　●場所・申込み／煉瓦屋 　33-2811
　

 
『バドミントンやりたい小学生集まれ！』
　毎週３回、バドミントンの練習を行います。
●時間／午後６時30分～９時　●場所／旧金沢中学校体
育館 ●対象／小学１～４年生（男女問わず） ●申込み／
横手バドミントンジュニア 伊藤さん   090-3127-1306
　　
『ディンプルアート（ガラスの塗り絵）教室』
●日時／４月４日（木）・18日（木）、①午前10時～②午後
１時～ ●場所／Ｙ2ぷらざ ●参加費／2,000円（材料費等）
●申込み／一戸（いちのへ）さん 　090-9424-2852
　
『横手市中国語講座初級』
　中国出身の先生と楽しく中国語を学びましょう。詳し
くはお問い合せください。
●日時／４月６日（土）午後６時～８時 ●場所／Ｙ2ぷらざ
●問合せ／阿部さん 　090-8924-3284
　
『無料気功教室』参加者募集！
　簡単で覚えやすい気功を通じて、ストレス社会に負け
ない〝健康な体〟と〝穏やかな心〟を養ってみませんか。
子どもからお年寄りまで、どなたでも参加できます。
  希望に応じ、出張教室もしています。
●日時／４月６日（土）・13日（土）、午後２時～４時※毎週
土曜日開催 ●場所／浅舞公民館 ●問合せ／気功愛好会 
　080-3190-3153
　
南部シルバーエリア『イベント案内』
【和紙・絵画作品展】入場無料
●期間／４月11日(木)～５月６日(月)、午前９時～午後５時
【陶芸教室～新緑を飾る植木鉢～】
●日時／４月20日(土)午後１時30分～ ●参加費／800円
（材料費・休憩・入浴料込） ●対象／小学生以上の方 ●
定員／10人　●申込開始／４月５日(金)
【料理教室～太巻き寿司（つばき）～】
●日時／４月27日(土)午前10時～　 ●参加費／1,000円
（材料費・保険料込） ●定員／26人 ●持ち物／エプロン、
三角巾、筆記用具  ●申込開始／４月５日(金)
●場所・申込み／南部シルバーエリア 　26-3880

いどばたプラザいどばたプラザ

４月５日(金)
横　手

４月14日(日)
横　手 全血

４月16日(火)
山内・横手

横手市役所山内庁舎
特別養護老人ホーム鶴寿苑
県平鹿地域振興局庁舎

イオンスーパーセンター横手南店

よねやハッピータウン
（ふれあい献血キャンペーン）

種類月日・地域 実　施　場　所 受付時間

13：00～16：00

10：00～16：00

10：00～11：30
13：00～13：45

10：00～11：40

14：30～16：00

第11回 こころの集まる場 かめタイム第11回 こころの集まる場 かめタイム
精神障がい者サポート『まいぺーす』精神障がい者サポート『まいぺーす』

　こころの集まる場『かめタイム』は、精神病について
考え、地域と交流することを目的としたワークショップ
です。毎回テーマを設け、お茶を飲みながらゆったりと
オープンに参加者同士で語り合います。どなたでも参加
できますので、皆さんお越しください。
◆日　時／４月13日(土)13：30～16：30（受付13：00～）
◆場　所／秋田県南部男女共同参画センター
◆参加費／100円　　◆定　員／先着20人
◆申込方法／電話かメールで、お名前・電話番号をお知
　　　　　　らせください。※電話は18：00～21：00受付
◆申込み／精神障がい者サポート『まいぺーす』大塚さん
          　090-6627-1086 　mypaceyokote＠gmail.com

　横手市出身の声楽家・高橋祐樹さんと髙橋絵理さんを
ゲストに迎え、オペラの曲を中心に迫力ある素敵な歌声
をお届けします。チケットは、かまくら館で販売中です。
◆日　時／４月21日(日)14：00開演 ◆場  所／かまくら館 
◆入場料／1,000円 ◆問合せ／片岡さん 　090-5595-3187

かまくら館『スプリング・チャリティーコンサート♪』かまくら館『スプリング・チャリティーコンサート♪』
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ふれあい 語り合いふれあい 語り合い

読
者
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
に
、
い
ろ
い
ろ
な
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読者の声

広告

発行号「４月１日号」、郵便番号、住所、氏名、年齢を明記の上、必
ず「たより」の文面を添えてお送りください。当選者の発表は賞品
の発送をもって代えさせていただきます。
プレゼント応募の締め切り　４月25日（当日消印有効）

応
募
方
法

お便りを送って
 横手の逸品 を
ゲットしよう！
〝　　　　　〟

今月の読者
　プレゼント

広告

　
読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室
　
広
報
担
当
あ

て
　
　
３
３
‐
６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　
確
認
お
よ
び
賞
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

た
よ
り４４

（2/16～3/15日到着分）
（2/16～3/15日到着分）

１１
20132013 木戸五郎兵衛神社の初午まつり（雄物川・沼館）

木戸五郎兵衛神社の初午まつり（雄物川・沼館）

日本国秋田県横手市
日本国秋田県横手市

　
吉
田
小
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
の
皆
さ

ん
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
小
学
生
と
は
思

え
な
い
見
事
な
演
奏
に
拍
手
喝
采
で

す
。
ま
た
、
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
演

奏
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
い

っ
そ
う
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

(

感
動
・
涙
し
た
祖
父
母
さ
ん
・

71
歳
・
横
手)

　
市
報
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
の
『
暮
ら

し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
』
を
見
る
と
、
身

近
な
場
所
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り

の
予
定
が
載
っ
て
い
て
、
と
て
も
役

に
立
ち
ま
す
。
雪
も
だ
い
ぶ
溶
け
、

車
の
運
転
も
楽
に
な
っ
た
し
、
休
み

の
日
に
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
て
み
よ

う
か
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

（
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
さ
ん
・
54
歳
・
平
鹿)

　
横
手
を
離
れ
て
、
久
し
く
大
阪
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
留
守
家
を
皆
さ

ま
に
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、

毎
年
、
春
と
秋
に
帰
省
し
ふ
る
さ
と

の
温
か
さ
と
鋭
気
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　
　（
照
井
篤
子
さ
ん
・
豊
中
市
）

　
２
月
は
私
た
ち
夫
婦
の
結
婚
記
念

月
。
こ
こ
数
年
は
、
大
好
き
な
海
の

香
り
と
陽
の
光
を
求
め
て
松
島
の
方

へ
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
予
約
し
、

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
除
雪

作
業
の
た
め
に
キ
ャ
ン
セ
ル
…
。
し

か
し
、
も
の
は
考
え
よ
う
。
日
ざ
し

が
明
る
い
時
期
に
行
こ
う
と
計
画
し

て
い
ま
す
。

（
春
の
バ
ッ
ケ
く
ん
さ
ん
・
70
歳
・

横
手)

　
雪
ま
つ
り
の
際
、
か
ま
く
ら
会
場

巡
回
バ
ス
で
観
光
客
の
皆
さ
ん
の
ご

案
内
を
し
ま
し
た
。
横
手
の
雪
の
多

さ
に
驚
き
、
蛇
の
崎
橋
の
ミ
ニ
か
ま

く
ら
の
灯
に
歓
声
を
あ
げ
、
二
葉
町
、

横
手
公
園
そ
し
て
武
家
屋
敷
の
幻
想

的
な
か
ま
く
ら
の
美
し
さ
な
ど
を
堪

能
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
お
客
さ
ま
か

ら
は
「
寒
か
っ
た
け
ど
来
て
よ
か
っ

た
」
と
の
声
を
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し

た
。（

髙
橋
康
子
さ
ん
・
73
歳
・
横
手)

　
先
日
、
高
齢
者
と
の
お
楽
し
み
会

に
出
か
け
ま
し
た
。
昔
の
話
に
な
り
、

春
は
ヒ
ロ
ッ
コ
を
掘
り
、
ツ
ブ
を
拾

い
、
ス
カ
ン
ポ
を
漬
け
て
学
校
に
持

っ
て
い
っ
た
こ
と
。
夏
に
は
、
ざ
っ

こ
引
き
を
し
、
合
い
間
に
他
の
家
の

な
り
も
の
を
リ
サ
ー
チ
し
…
。
秋
に

は
ラ
ン
ド
セ
ル
に
落
穂
を
拾
い
帰
宅
。

栗
拾
い
、
イ
ナ
ゴ
取
り
、
銀
杏
拾
い

に
忙
し
く
、
冬
に
は
板
の
間
で
『
こ

で
な
っ
こ
な
い
』
を
し
た
話
に
な
り

ま
し
た
。
「
子
ど
も
心
に
大
人
を
喜

ば
せ
た
か
っ
た
の
か
も
…
」
と
大
笑

い
。
で
も
大
丈
夫
。
今
は
こ
う
し
て

人
並
み
の
お
ば
さ
ん
に
な
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
っ
て
ま
す
ぅ（
笑
）

（
雪
ま
み
れ
さ
ん
・
62
歳
・
雄
物
川)

　　
最
近
の
介
護
食
の
充
実
ぶ
り
に
は
、

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
食

物
の
形
を
残
し
つ
つ
、
柔
ら
か
く
、

お
湯
で
温
め
る
だ
け
と
い
う
手
軽
さ
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
方
な
ど
か
ら
情

報
が
入
っ
て
く
れ
ば
試
し
て
み
た
い

家
族
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
ネ
コ
マ
マ
さ
ん
・
横
手
）

　
先
日
、
一
泊
人
間
ド
ッ
ク
検
診
を

市
立
大
森
病
院
で
受
診
し
ま
し
た
。

満
60
歳
を
迎
え
る
被
保
険
者
を
対
象

に
市
が
保
健
事
業
と
し
て
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
約
２
割
の
自
己
負
担

で
、
多
く
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
検
診
セ
ン
タ

ー
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
親
切
で

丁
寧
な
応
対
で
、
安
心
し
て
受
診
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（葉

っ
ぱ
さ
ん
・
60
歳
・
雄
物
川)

　
久
し
ぶ
り
に
図
書
館
で
秋
田
の
昔

語
り
の
本
を
借
り
て
き
ま
し
た
。
小

さ
い
頃
、
「
む
か
し
む
か
し
…
」
と

耳
に
し
て
い
た
民
話
が
地
域
ご
と
に

あ
る
の
で
す
ね
。
本
当
の
話
の
よ
う

で
懐
か
し
く
、
夢
中
で
読
み
終
え
ま

し
た
。
　（

Ｍ・Ｔ
さ
ん
・
57
歳
・
大
森)

　
３
月
１
日
号
の
た
よ
り
の
コ
ー
ナ

ー
の
Ｙ
・
Ｈ
さ
ん
の
声
に
共
感
を
覚

え
ま
し
た
。
か
つ
て
は
、
春
の
花
見
、

バ
ラ
ま
つ
り
、
菊
人
形
祭
り
、
ボ
ー

ト
遊
び
な
ど
、
四
季
折
々
に
足
を
運

ん
で
い
た
『
お
城
山
』
は
横
手
の
宝

だ
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
パ
ワ
ー
で
、

地
元
の
人
々
に
愛
さ
れ
、
も
っ
と
親

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
と
嬉

し
い
で
す
ね
。

（
Ａ・Ｉ
さ
ん
・
60
歳
・
横
手)

　
昨
年
11
月
に
主
人
の
転
勤
で
横
手

に
来
ま
し
た
。
雪
の
多
さ
に
び
っ
く

り
！
１
歳
の
息
子
と
雪
遊
び
を
す
る

毎
日
で
す
。

（
Ｎ
・
Ｓ
さ
ん
・
36
歳
・
横
手
）

　
昨
年
発
行
さ
れ
た
〝
横
手
の
歴
史

普
及
版
〞
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

市
史
編
さ
ん
の
方
々
の
渾
身
の
一
冊
。

手
軽
な
週
刊
誌
サ
イ
ズ
で
、
横
手
盆

地
一
帯
の
原
始
時
代
か
ら
現
代
ま
で

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

帰
省
客
や
友
達
に
改
め
て
故
郷
を
再

認
識
し
て
も
ら
う
お
土
産
に
最
適
で

す
。
十
二
分
に
価
値
あ
る
資
料
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
誇
り
高
き
横
手
を
望
む

婆
さ
ん
さ
ん
・
70
歳)

　　
昨
年
暮
れ
に
横
手
市
へ
引
っ
越
し

て
き
ま
し
た
。
雪
が
多
い
こ
と
に
、

驚
き
と
不
安
の
毎
日
で
し
た
が
、
早

く
こ
の
地
に
慣
れ
よ
う
と
市
報
を
頼

り
に
、
関
心
の
あ
る
行
事
な
ど
に
積

極
的
に
出
か
け
ま
し
た
。
先
日
は
、

前
進
座
公
演
『
夢
千
代
日
記
』
を
観

劇
す
る
こ
と
が
で
き
、
ラ
ッ
キ
ー
で

し
た
。
内
容
が
濃
く
、
と
て
も
い
い

文
化
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
感

謝
！
ま
た
企
画
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
和
希
さ
ん
・
横
手
）

　
い
よ
い
よ
今
春
、
娘
が
小
学
校
に

入
学
し
ま
す
。
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ

て
歩
く
姿
を
想
像
す
る
だ
け
で
う
れ

し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
保
育
園
と
は

違
う
経
験
を
た
く
さ
ん
し
て
、
泣
い

た
り
笑
っ
た
り
す
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

母
は
見
守
る
の
み
で
す
。

（
Ａ・Ｙ
さ
ん
・
30
歳
・
増
田
）

　
こ
の
冬
は
、１
歳
の
息
子
を
連
れ

て
ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物
が
一
苦
労

で
し
た
。
雪
の
た
め
駐
車
場
内
で
カ

ー
ト
を
使
え
ず
、
全
て
を
１
回
で
抱

え
て
車
ま
で
運
ぶ
の
は
不
可
能
。
仕

方
な
く
、
息
子
を
カ
ー
ト
に
乗
せ
た

ま
ま
入
口
で
待
た
せ
て
、
荷
物
だ
け

先
に
車
ま
で
運
び
ま
し
た
。
冬
期
間

だ
け
で
も
入
口
付
近
に
乳
幼
児
連
れ

専
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い

た
だ
く
と
か
、
カ
ー
ト
が
使
え
る
よ

う
丁
寧
な
除
雪
を
し
て
い
た
だ
き
、

赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
マ
マ
が
一
人
で
も

買
い
物
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
お

願
い
し
た
い
で
す
。

（
Ａ
マ
マ
さ
ん
・
29
歳
・
横
手
）　　

前略、ふるさと様・・・

首都圏横手市ふるさと会
連絡協議会通信

　首都圏には、横手市の出身者が集いさまざまな活
動を行う〝ふるさと会〟が、８地域ごとに設立され
ています。
　各ふるさと会では、故郷への思いを馳せながら独
自の活動を展開しているほか、各地域の横の連携を
図るため『首都圏横手市ふるさと会連絡協議会』を
組織し、全地域が一体になったイベントの企画など
を行っています。
　　４月開催の〝ふるさと会〟のご案内
 ■東京大雄会総会
　◎日　時／４月13日（土）正午
　◎会　場／ホテルラングウッド（荒川区東日暮里）
　◎連絡先／小松俊三会長 　042-488-7217
　ぜひ、首都圏在住のご親戚や知人の方にお知らせ
ください。

４月10日（水）は防災ラジオ試験放送日！
災害情報は、横手かまくらＦＭで！

　秋田大学の学生有
志のみなさんが山内
地域で大根の生産か
ら、燻し、商品化ま
で全て自分たちで手
がけたいぶりがっこ
『いぶりばでぃ』。昔ながらの製法で作られた独特の風
味と歯ごたえをお楽しみください。
　今回は、１／４サイズとスライスをセットにして７
名様にプレゼントします。

【提供】秋田大学横手分校　38-8304
※タカヤナギ各店で販売しています。

秋田大学オフィシャルいぶりがっこ

『いぶりばでぃ』



広告広告

最寄りの図書館で全ての館の
　　　　　　　　蔵書を借りることができます。
◆問合せ／中央(雄物川)図書館　22-2300またはお近くの図書館へ図書館だより図書館だより

今月のおすすめ図書

　障がいのある方がそれぞれの思い
を綴った詩に、各界の著名人やアー
ティストがハートをモチーフにした
作品を添え、新たなアートの世界を
繰り広げます。やさしく温かい心の
メッセージを感じてください。

『第18回
 ともに生きる　ＮＨＫハート展』
 中川　聡＝監修／ＮＨＫ

『第18回
 ともに生きる　ＮＨＫハート展』
 中川　聡＝監修／ＮＨＫ

  ペットの保護や、東日本大震災で
被災した動物たちへの救済活動を行
っている動物愛護団体『ランコント
レ・ミグノン』代表・友森玲子さんの
活動を紹介している一冊です。動物
の命について考えてみませんか。

・４月13日（土）午前10時30分／十文字
・４月20日（土）午前10時／平鹿
・４月20日（土）午前10時30分／増田
・４月21日（日）午前10時30分／横手、雄物川、大森

４月のおはなし会　会場：各図書館４月のおはなし会　会場：各図書館

◆大人向け

◆こども向け

・地名は災害を警告する／遠藤宏之
・働く女性が知っておくべきこと／坂東眞理子
・歩けば歩くほど人は若返る／三浦雄一郎
・若干ちょっと、気になるニホン語／山口文憲
・にすいです。／冲方丁
・たいこうちたろう／庄司三智子
・はだしのゲンわたしの遺書／中沢啓治
・一さつのおくりもの／森山京

新着図書の紹介新着図書の紹介
蔵書検索

　この４月で広報担当か
ら離れることとなりまし
た。広報の仕事をして２
年。横手市の広さを改め
て感じながら、いろいろ
な所に取材でお伺いし、
たくさんの方にお会いす
ることができました。取
材や写真撮影などにご協
力いただいた皆さん、本
当にありがとうございま
した。また、皆さんとの
お話や毎月頂くたくさん
のお便りから愛されてい
る広報であることを感じ、
そんな広報の編集に携わ
れたことをうれしく思っ
ております。どうぞこれ
からも『市報よこて』を
よろしくお願いします！
　　　（あけみ＆裕子）

あとがき
広報担当者のつぶやき

４月23日～５月12日は「こどもの読書週間」です４月23日～５月12日は「こどもの読書週間」です『100グラムのいのち』
 太田京子＝著／岩崎書店
『100グラムのいのち』
 太田京子＝著／岩崎書店
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　こどもの読書週間は「子どもたちにも
っと本を！」との願いから、昭和34年に
誕生しました。もともとは、５月５日の
こどもの日を中心とした２週間でしたが、
平成12年から現在の期間となりました。
子どもに読書を勧めるだけでなく、大人
にとっても子どもの読書の大切さを考え
るとき、それが『こどもの読書週間』です。

横手図書館 ・・・・・・ 4月1・3・10・17日
増田図書館 ・・・・・・ 4月1・8・15日
平鹿図書館 ・・・・・・ 4月1・2・9・16日
雄物川図書館 ・・・・ 4月1・3・10・17日
大森図書館 ・・・・・・ 4月1・2・9・16日
十文字図書館 ・・・・ 4月1・3・10・17日
山内図書館 ・・・・・・ 4月6・7・13・14日
大雄図書館 ・・・・・・ 4月1・4・8・11・15・18日
雄物川郷土資料館　4月1・8・15日
ゆっぷる ・・・・・・・・ 4月17日
ゆとり館 ・・・・・・・・ 4月2・9・16日
えがおの丘 ・・・・・・ 4月1・8・15日
大森健康温泉 ・・・・ 4月1・8・15日
ゆとりおん大雄 ・・ 4月4・18日
健康の駅トレーニングセンター
　東部 ・・・・・・・・・・ 4月3・10・17日
　西・南部 ・・・・・・ 4月6・7・13・14日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　 ・・・・・・ 4月1・8・15日
南部シルバーエリア　4月1・8・15日

お出かけ、ご利用前にご確認ください

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　4月3・10・17日（毎週水曜）
　診療時間　14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　診 療 日　4月3・10・17日（毎週水曜）
　診療時間　14：30～16：00
大沢診療所（内科）
　診 療 日　4月8・22日（月）
　診療時間　13：30～15：00
三又へき地診療所（内科）
　診 療 日　4月2・9・16日（毎週火曜）
　診療時間　13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　診 療 日　4月4・11・18日（毎週木曜）
　診療時間　13：00～15：00
　　　　　　（吉谷地）
　　　　　　15：10～17：00
　　　　　　（山内武道）

休館日 診療所

素材を大切に愛情を込めて作る

たくみ

「おいしかった」の一言が、来年への
糧になり作り続ける。

まつい　ちえ
昭和12年、旧山内村生まれ。夫の与治さんと大根や
山内特産の里芋の生産を中心に農業を営む。いぶり
がっこのほかに天日干ししたもち米を使った大福を
作り『道の駅さんない』やあいのの温泉直売所『山
菜恵ちゃん』に出荷している。また、大松川ダム公
園の芝桜の手入れにも地域の人たちと協力して取り
組んでいる。

松井 チヱさん（76歳・山内）

　
サ
ク
サ
ク
と
し
た
歯
ご
た
え
と
い
ぶ
し
た
香
り
が
特
徴
の

い
ぶ
り
が
っ
こ
は
、
冬
の
食
卓
に
は
欠
か
せ
な
い
漬
け
物
で

味
の
深
み
も
魅
力
的
で
あ
る
。
今
年
か
ら
山
内
い
ぶ
り
が
っ

こ
生
産
者
の
会
が
主
催
し
て
開
催
し
た
『
第
７
回
い
ぶ
り
ん

ピ
ッ
ク
』
で
金
賞
を
受
賞
し
た
松
井
さ
ん
は
、
い
ぶ
り
が
っ

こ
作
り
の
匠
で
あ
る
。

　
松
井
さ
ん
が
生
ま
れ
育
っ
た
山
内
地
域
で
は
、
居
間
の
囲

炉
裏
の
上
に
大
根
を
吊
し
て
い
ぶ
し
、
家
庭
用
と
し
て
漬
け

て
い
た
。
囲
炉
裏
が
家
庭
か
ら
姿
を
消
す
と
、
い
ぶ
し
の
場

を
小
屋
に
移
し
作
り
続
け
ら
れ
た
。
地
域
で
い
ぶ
り
が
っ
こ

作
り
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
自
然
の
流
れ
と
も

言
え
る
。
今
で
は
山
内
い
ぶ
り
が
っ
こ
生
産
者
の
会
が
組
織

さ
れ
、
会
員
が
統
一
し
た
レ
シ
ピ
で
作
っ
た
い
ぶ
り
が
っ
こ

は
『
金
樽
』
の
名
前
で
首
都
圏
に
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　
収
穫
し
た
大
根
を
い
ぶ
す
作
業
は
、
主
に
夫
の
与
治
さ
ん

が
務
め
る
。
１
年
間
乾
燥
さ
せ
た
ナ
ラ
を
焚
き
、
５
日
間
、

小
屋
の
火
を
絶
や
さ
ず
、
深
夜
で
も
目
を
離
す
こ
と
が
で
き

な
い
。
「
大
根
も
人
と
同
じ
で
、
煙
が
多
い
と
苦
し
さ
を
感

じ
る
と
思
う
。
優
し
く
い
ぶ
し
上
げ
る
こ
と
に
気
を
付
け
て

い
る
」
と
話
す
二
人
か
ら
、素
材
へ
の
愛
情
が
感
じ
ら
れ
る
。

第
１
回
か
ら
出
場
し
て
い
る
『
い
ぶ
り
ん
ピ
ッ
ク
』
で
今
回

特
に
気
を
つ
け
た
点
は
、
漬
け
る
際
の
材
料
の
割
合
。
麹
の

量
を
昨
年
の
倍
に
し
、
米
糠
、
白
ざ
ら
糖
な
ど
で
味
を
調
え

た
。
約
70
日
間
、
樽
で
漬
け
込
む
と
、
麹
が
う
ま
味
を
醸
し

出
し
、
匠
自
慢
の
無
添
加
の
い
ぶ
り
が
っ
こ
が
完
成
し
た
。

　
「
金
賞
で
名
前
を
呼
ば
れ
た
時
、
自
分
だ
と
は
思
わ
な
か

っ
た
の
で
び
っ
く
り
し
た
。
受
賞
後
か
ら
注
文
が
殺
到
し
、

１
４
０
本
の
い
ぶ
り
が
っ
こ
は
す
ぐ
に
売
り
切
れ
て
し
ま
い

さ
ら
に
来
年
の
注
文
も
受
け
た
の
で
、
ま
た
が
ん
ば
っ
て
二

人
で
作
り
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。
「
雪
深
い
こ
の
地
域

で
は
、
住
民
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
い
ぶ
り
が
っ
こ
作
り

を
通
じ
て
、
地
域
の
絆
が
深
く
な
っ
て
い
る
」
と
話
す
匠
は

こ
れ
か
ら
も
筏
の
大
杉
が
見
守
る
山
裾
で
、
心
を
込
め
て
い

ぶ
り
が
っ
こ
を
作
り
続
け
て
い
く
。

いぶりがっこ作りVol.88



金 19

土　6

日　7

金12
土13

月15

水17
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木 18

水10

火　2

火　9

水　3

木　4
金　5

魂の道程 -土田世紀回顧展-
　　～5月26日、9：30～17：00、増田ふれあいプラザ
　法 相談予約受付開始4月17日分　市くらしの相談課　35-4099
　法 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　　 　10：00～12：00、社協・平鹿福祉センター　24-3283
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
健康相談　10：00～11：00、大森健康温泉
　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局

　心 十文字町幸福会館

各小中学校入学式　～9日、
　市報3月15日号カレンダーの入学式日程をご覧ください。
　横手北中学校の入学式は14：00に変更となりました。 

　急 平鹿総合病院（荻原医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124

　心 増田地区多目的研修センター

防災ラジオ試験放送日　11：45頃～（横手かまくらＦＭ）
　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
　行 心 大森コミュニティセンター　9：30～12：00
　税 横手地域局　問合せ／横手福祉センター　33-8668
　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）　9:30～12：00
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
横手北中学校開校式典　13：00～、同校体育館

　急 市立横手病院（高橋医師）　32-5001 
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124
　行 雄物川保健センター　10：00～12：00
　法 増田地区多目的研修センター
　　 　10：00～12：00、社協・増田福祉センター　45-4848
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局

　法 大森コミュニティセンター
　　 　10：00～12：00、社協・大森福祉センター　26-3274
　心 十文字町幸福会館
『スポーツ立市よこて』宣言式典　詳しくは12ページ
岩合光昭写真展『どうぶつ家族』　～６月26日　

火16
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月  1

日14

木11

土 20

　　 土曜日『臨時窓口』をご利用ください！
　住民異動届などに関連する受付窓口を開設します。
◆日時／４月６日(土）8：30～17：15
◆場所／横手庁舎１階、市民課・国保年金課　
　詳しくは、10ページをご覧ください。
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【無料相談】 行…行政 法…法律（要予約） 人…人権 税…税務（9：30～12：00） 
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／各地域社協・福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
　
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30
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４月７日（日）「Ｍｒ．インクレディブル」           【115分】
４月14日（日）「くまのプーさん　みんな仲良し」　 　【57分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　増田まんが美術館では、昨
年４月に逝去した大森町出身
の漫画家・土田世紀氏の回顧
展を行っています。追悼記念
イベントとして、最後の長編
作品となった『夜回り先生』の
原作者・水谷修氏による講演
会＆トークイベントを開催し
ます。ぜひご来場ください。
【講演会】
『夜回り先生いのちの授業』＆サイン会
◆時　間／13：00開演（12：00開場）
◆場　所／横手市民会館
◆入場料／無料※入場券が必要です
◆入場券／４月５日（金）午前９時から、横手市
　民会館、各生涯学習センター・公民館、増田
　まんが美術館で配布。先着900人、１人２枚まで。
※サイン会は会場で図書を購入された先着100人
【トークイベント】
『心友、土田世紀を語ろう』＆サイン会
◆時　間／17：00開演（16：30開場）
◆場　所／増田まんが美術館
◆トーク　水谷修氏、森清顕氏（清水寺録事）、
　参加者　江上英樹氏（小学館lKKl編集長）
◆入場料／無料、サイン会込※入場券が必要です
◆入場券／４月29日（月）午前９時から、増田ま
　　　　　んが美術館で配布。先着100人。
【共通事項】入場券は電話での予約はできません
◆問合せ／増田まんが美術館　45-5556
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水谷修講演会＆トークイベント
魂の道程－土田世紀回顧展『追悼記念イベント』－

■４月29日（月）

　いのちを育む大自然を舞台
に、野生動物の一瞬の輝きを
撮り続ける動物写真家・岩合
光昭氏。世界中で生きる動物
たちの姿をはじめ、生命の循
環・つながりをテーマとした
写真約160点を展示します。
　５月26日(日)の午前10時30
分と午後１時30分からは『岩
合光昭アーティストトーク＆
サイン会』を開催します。ぜひお越しください。
※トーク＆サイン会は中止になる場合があります
◆時　間／9：30～17：00（入館は16：30まで）
　　　　　※会期中は休館無し
◆入場料／【前売券】一般600円、学生400円　
　　　　　【当日券】一般800円、学生600円　
　　　　　高校生以下無料
◆チケット／カシワヤ楽器横手駅前店、ローソン
　チケット、秋田ふるさと村、秋田県立近代美術館他
◆場所・問合せ／秋田県立近代美術館　33-8855
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『どうぶつ家族』
岩合光昭写真展 ～みんな、どこかでつながっている～

■４月20日（土）～６月26日（水）

鳳中学校

. 1. 1442013（平成25）年

No.180

　３月で閉校の鳳中学校、横手西中学校、金
沢中学校で卒業式が行われました。
　卒業生も在校生も特別な想いで迎えたこの
日。強い絆で結ばれた生徒たちは、それぞれ
の夢と希望を胸に、思い出がたくさんつまっ
た学び舎に別れを告げ、新たなステージへと
力強く旅立ちました。

思い出いっぱい抱えて

横手西中学校

金沢中学校

市報市報


